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4月
復興交付金事業技術的支援
市町村の実施する下水道復興交付金事業

（D-21)について，第21回～第23回申請
にあたり，技術的な支援を実施しました。
対象市町村：6市（石巻市，塩竈市，気仙沼
市，多賀城市，岩沼市，東松島市)

4月　
消化ガス発電事業
仙塩浄化センターの余剰ガスを利用した
発電事業（民設民
営FIT）が平成30
年4月より稼働を
開始しました。

5月　
みやぎ型管理運営方式に関する
現地見学会
みやぎ型管理運営方式の導入に向けて，
事業への参画に関
心のある民間事業
者を対象とした第
3回現地見学会を
開催しました。

7月　
宮城県上工下水一体官民連携運
営事業シンポジウム
宮城県上工下水一体官民連携運営事業

（みやぎ型管理運
営方式）の導入に
向け，情報の共有・
発信を行いました。

7月　　
広域化・共同化検討会
県内の市町村下水道事業担当者を対象
に，広域化・共同化に関する検討会を開催
しました。
H30. 7月　方針説明，検討会の開催

9月
下水道の日関連イベント
県行政庁舎1階ロビーにて，下水道に関す
るパネルを展示しました。訪れていただい
た100名を超える方々へ，「もぐベェ」くんと

「カゥパ」ちゃんが，特製マンホールコース
ターを配布しました。

9月　　
下水道担当職員研修
県内の市町村下水道事業担当者を対象
に，下水道事業に関する様々な研修会を開
催しました。
H30. 9月　事業計画，広域化・共同化，法
適用，現場見学他

10月
復興交付金事業技術的支援

11月
みやぎ型管理運営方式に関する
現地見学会

11月　
宮城県上工下水一体官民連携運
営事業シンポジウム

11月　
下水道担当職員研修
H30.11月　浸水対策

11月　　
広域化・共同化検討会
H30.11月　事例紹介，意見交換

12月　
下水道担当職員研修
H30.12月　新技術の紹介，維持管理，マ　
　　　　　  ンホール開閉体験

R1.1月　
みやぎ型管理運営方式に関する
現地見学会

1月
復興交付金事業技術的支援

2月　
第23回復興交付金可能額通知

（溢水対策）
震災以降、仙塩流域で増加している溢水被
害への対策として，仙塩浄化センター内へ
のポンプ新設が採択されました。

2月
宮城県上工下水一体官民連携運
営事業シンポジウム

2月　　
下水道担当職員研修
H31.2月　法適用，広域化・共同化

3月　
下水道課の閉課
流域下水道事業の公営企業会計移行に伴
い，平成31年3月をもって，下水道課44年
の歴史に幕を下ろしました。流域下水道事
業は企業局へ，下水道行政や市町村指導・
支援は都市計画課へ移管しました。

3月　　
広域化・共同化検討会
H31.3月　ブロック分け方針，次年度以降　
　　　　　の検討内容

下水道課 平成30年度の記録

下水道課の記録
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4.1
南三陸町が災害危険区域を指定
南三陸町が建築基準法に基づく災害危険
区域を指定しました。

4.16
（仮称）仙台市荒井東復興公営住
宅構造計算適合性判定事前審査
開始

（仮称）仙台市荒井東復興公営住宅に係る
建築基準法に基づく構造計算適合性判定
の事前審査を開始しました。

5.22
気仙沼市の防災集団移転促進事
業に係る復興整備協議会の開催
気仙沼市で最初の防災集団移転促進事業

（波路上長磯浜地区外４地区）に係る復
興整備協議会が開催されました。
造成宅地防災区域の指定
亘理町の造成宅地滑動崩落緊急対策事業
に関し，宅地造成等規制法に基づく造成宅
地防災区域の指定を行いました。

6.1
東松島市が災害危険区域を指定
東松島市が建築基準法に基づく災害危険
区域を指定しました。

6.15
仙台市の防災集団移転促進事業
に係る復興整備協議会の開催
仙台市で最初の防災集団移転促進事業

（田子西地区外13地区）に係る復興整備
協議会が開催されました。

6.18
仙台市のがけ地近接等危険住宅
移転事業計画の同意（第1回目，
以後変更の都度同意。以下同じ）
仙台市のがけ地近接等危険住宅移転事業
計画に対し，復興交付金制度要綱に基づ
き同意しました。

6.29
亘理町が災害危険区域を指定
亘理町が建築基準法に基づく災害危険区
域を指定しました。

6.29
気仙沼市が災害危険区域を指定
気仙沼市が建築基準法に基づく災害危険
区域を指定しました。

7.2
女川町の防災集団移転促進事業
に係る復興整備協議会の開催
女川町で最初の防災集団移転促進事業

（指ヶ浜地区外12地区）に係る復興整備
協議会が開催されました。

7.3
南三陸町，亘理町の防災集団移
転促進事業に係る復興整備協議
会の開催
南三陸町及び亘理町で最初の防災集団移
転促進事業（南三陸町：馬場・中山地区外
２地区，亘理町：荒浜中野地区外５地区）
に係る復興整備協議会が開催されました。

7.6
東松島市のがけ地近接等危険住
宅移転事業計画の同意
東松島市のがけ地近接等危険住宅移転事
業計画に対し同意しました。
都市計画事業に準ずる事業とし
て行う一団地の住宅施設の事前
確認書の交付
岩沼市長に対して，用地取得に係る譲渡所
得の5,000万円特別控除を適用するため
の「都市計画事業に準ずる事業として行う
一団地の住宅施設」の事前確認書を交付
しました（玉浦西地区）。

7.11
第1回地域自立型応急危険度判
定等実施体制検討会議の開催
東日本大震災における被災建築物応急危
険度判定及び被災宅地危険度判定の課題
の検証と，様々な状況下においても判定活
動が効果的に実施できる体制整備の検討
を目的とした，地域自立型応急危険度判定
等実施体制整備検討会議の第1回目の会
議を開催しました。

7.19
東日本大震災における被災建築
物応急危険度判定・被災宅地危
険度判定実施状況の記録の作成
宮城県建築物等地震対策推進協議会にお
いて，被災建築物応急危険度判定・被災宅
地危険度判定実施状況の記録を500部作
成し全国に配布しました。

7.23
気仙沼市のがけ地近接等危険住
宅移転事業計画の同意
気仙沼市のがけ地近接等危険住宅移転事
業計画に対し同意しました。

7.26
民間賃貸借上げ住宅連絡会議で
の助言
県保健福祉部が災害救助法に基づいて整
備する応急仮設住宅としての民間賃貸住宅

（みなし仮設）について，その供与期間を
延長するための再契約書の記載事項等に
ついて，宅地建物取引業法上の観点から
助言を行いました。

7.30
東松島市の防災集団移転促進事
業に係る復興整備協議会の開催
東松島市で最初の防災集団移転促進事業

（野蒜北部丘陵団地外６地区）に係る復
興整備協議会が開催されました。

8.1
H24年度版耐震診断・耐震改修
事業普及啓発用パンフレットの
作成
助成事業の利用者からの声を掲載した平
成24年度版の普及啓発用パンフレットを
15,000部作成し全県に配布しました。

平成24年度の記録

建築宅地課の記録
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東日本大震災被災建築物の市街
化区域内移転適地への移転に係
る開発許可の弾力的運用基準の
施行
国の技術的助言に基づき，東日本大震災
被災建築物の市街化調整区域内移転適地
への移転に係る開発許可制度の弾力的運
用基準を定め施行しました。

8.5	  
「岩沼市玉浦西地区防災集団移転
促進事業着工式」の開催
岩沼市玉浦西地区における防災集団移転
促進事業の着工式が開催されました。

8.7
宮城県における国と地方の協議
会開催
東日本大震災復興特別区域法に基づく国
と地方の協議会が開催され，防災集団移
転促進事業の移転先の土地売却につい
て，無条件に5,000万円の譲渡所得の特別
控除を適用する特例を求めました。

8.9
亘理町のがけ地近接等危険住宅
移転事業計画の同意
亘理町のがけ地近接等危険住宅移転事業
計画に対し同意しました。

8.24
仙台市鹿野復興公営住宅構造計
算適合性判定事前審査開始
仙台市鹿野復興公営住宅に係る建築基準
法に基づく構造計算適合性判定事前審査
を開始しました。

8.30
応急仮設建築物の存続期間の延
長に係る説明会の開催
東日本大震災復興特別区域法に基づく応
急仮設建築物存続期間延長の特例措置に
関し，関係市町への説明会を開催しまし
た。

9.7
平成25年度復興庁税制改正要望
の公表
防災集団移転促進事業（50戸未満）の用
地取得に係る譲渡所得の5,000万円特別
控除が，平成25年度復興庁税制改正要望
に盛り込まれました。

10.16
造成宅地防災区域の指定
利府町の造成宅地滑動崩落緊急対策事業
に関し，宅地造成等規制法に基づく造成宅
地防災区域の指定を行いました。

10.23
災害時における被災住宅の応急
修理に関する協定締結
宮城県内で災害が発生した場合に，宮城
県地域防災計画に基づき県が行う応急修
理について，宮城県建設職組合連合会，一
般社団法人みやぎ中小建設業協会，宮城
県優良住宅協会の３団体と，応急修理を行
える各団体の会員の情報提供等を実施す
る内容の協定を締結し，被災者住宅支援
業務の充実を図りました。

11.29
宮城県地域主動型応急危険度判
定等実施体制整備方針の策定
東日本大震災における応急危険度判定等
の実施状況を踏まえ，どのような状況にお
いても適切に対応できるような実施体制
を整備すべく，県，市町村及び建築関係団
体で構成する検討会議において検討を重
ねた結果，整備方針がまとまりました。

12.4
造成宅地防災区域の指定
塩竃市の造成宅地滑動崩落緊急対策事業
に関し，宅地造成等規制法に基づく造成宅
地防災区域の指定を行いました。

H25.1.24
H25年度税制改正大綱の公表
自民党の平成25年度税制改正大綱におい
て，防災集団移転促進事業を一団地の津
波防災拠点市街地形成施設に準ずる事業
として知事が証明した場合，用地取得に係
る譲渡所得の5,000万円特別控除が適用
できることが盛り込まれました。

2.1
災害公営住宅に係る構造計算適
合性判定は指定機関が実施
災害公営住宅に関して，計画通知を含め構
造計算適合性判定は指定機関が実施する
ことになりました。

2.22
造成宅地防災区域の指定
白石市の造成宅地滑動崩落緊急対策事業
に関し，宅地造成等規制法に基づく造成宅
地防災区域の指定を行いました。

3.15
東北地方太平洋沖地震による建
築被害報告会（Ⅱ）の開催
県，県内市町村，建築物等に関係する団体
及び学識経験者等で構成される宮城県建
築物等地震対策推進協議会が，社団法人
日本建築学会東北支部と共催し，次なる
大地震への備えとするため，昨年に引き続
き，第２回目の東北地方太平洋沖地震によ
る建築被害の報告会を開催しました。

建築宅地課の記録
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建築宅地課 平成25年度の記録

4.12
七ヶ浜町防災集団移転 促進事業
起工式の開催
七ヶ浜町花渕浜笹山地区において起工式
が行われました。
復興推進計画（応急仮設建築物活
用事業）の認定
県と10市町が共同申請した復興推進計画

（10市町，65件）が内閣総理大臣から認
定され，各市町の応急仮設建築物が２年３
か月を超え，特定行政庁が１年以内ごとに
認めることにより，計画期間まで存続でき
ることになりました。

5.28
宮城県建築物等地震対策推進協
議会の開催
県内の建築物等の総合的な地震対策の推
進を図る競技会の総会を開始しました。

6.13
防災集団移転促進事業の事業計
画に係る同意地区が100％に
6月13日に開催された復興整備協議会に
おいて，気仙沼市浦の浜地区が事業計画
の国土交通大臣同意を得て，県内の計画
地区の事業計画の大臣同意率が100％と
なりました。
七ヶ浜町復興整備協議会（2地
区）， 南三陸町復興整備協議会（1
地区）の開催
開発行為についてみなし許可を得るため，
復興整備協議会が開催され，以降平成２６
年3月20日まで今年度は19回開催されま
した。

6.16
気仙沼市防災集団移転促進事業
造成工事着工式の開催
気仙沼市が計画する住宅団地造成の初め
ての着工式が行われました。

8.8
気仙沼市復興整備協議会（２地
区）， 南三陸町復興整備協議会（３
地区）の開催

8.26
被災建築物応急危険度判定全国
連絡訓練の実施
南海トラフ巨大地震を想定した全国連絡
訓練が実施されました。

9.5
建築宅地行政意見交換会等の開
催
建築関係団体等の方々との意見交換会を
開催しました。この意見交換会は，建築確
認円滑化対策協議会，建築行政マネジメン
ト計画推進協議会
としても位置づけ
られ2回開催しま
した。

9.12
塩竈市復興整備協議会（２地区）， 
南三陸町復興整備協議会（１地
区）の開催

9.13
復興推進計画（応急仮設建築物活
用事業）の変更認定
復興推進計画に応急仮設建築物を10件
追加し，必要な字句を修正する変更につい
て，内閣総理大臣から認定されました（10
市町，75件）。

9.25
出前講座の開催
大規模地震に備え木造住宅の耐震化や家
具の転倒防止などの地震対策について出前
講座を実施し，今年度は３回開催しました。

10.15
気仙沼市復興整備協議会（３地
区），東松島市復興整備協議会（１
地区），女川町復興整備協議会（２
地区）， 南三陸町復興整備協議会

（４地区）の開催

10.16
災害時における民間賃貸住宅の
提供等に関する協定の締結
(公社)宮城県宅地建物取引業協会，(公
社)全日本不動産協会宮城県本部及び(公
社)全国賃貸住宅経営者協会連合会と災
害時における民間賃貸住宅の提供等に関
する協定を締結しました。

10.31
被災宅地危険度判定士講習会の
開催
被災宅地危険度判定を実施する技術者を
養成するため，県内の建築士等を対象に講
習会を実施しました。

11.21
塩竈市復興整備協議会（1地区），
南三陸町復興整備協議会（３地
区）の開催

11.27
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催
被災建築物応急危険度判定を実施する技
術者を養成するため，県内の建築士等を対
象に講習会を実
施し，今年度は
５回開催しまし
た。

12.21
岩沼市 防災集団移転促進事業

「玉浦西地区 第1期宅地引渡し
式」の開催
岩沼市玉浦西地区における防災集団移転
促進事業の第1期
35区画の宅地引渡
し式が開催されま
した。
南三陸町 防災集団移転促進事業

「戸倉地区藤浜団地」竣工式の開
催
南三陸町戸倉地区藤浜団地において竣工
式が開催されました。

12.26
気仙沼市復興整備協議会（1地
区），女川 町復興整備協議会（１地
区），南三陸町復興整備協議会（２
地区）の開催

H26.2.14
気仙沼市復興整備協議会（10地
区），女川町復興整備協議会（２地
区），南三陸町復興整備協議会（１
地区）の開催

3.20
気仙沼市復興整備協議会（4地
区）の開催
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4.27
岩沼市 防災集団移転促進事業

「玉浦西地区第３期宅地引渡し
式」の開催
岩沼市玉浦西地区
における防災集団
移転促進事業の第
3期94区画の宅地
引渡し式が開催さ
れ，今回をもってす
べての参加者への
引渡しが完了しま
した。

5.27
宮城県建築物等地震対策推進協
議会の開催
県内の建築物等の総合的な地震対策の推
進を図る協議会の総会を開催しました。

8.27
被災建築物応急危険度判定全国
連絡訓練の実施
南海トラフ巨大地震を想定した全国連絡
訓練が実施されました。

9.5
建築宅地行政意見交換会等の開
催
建築関係団体等の方々との意見交換会を
開催しました。この意見交換会は，建築確
認円滑化対策協議会，建築行政マネジメン
ト計画推進協議会としても位置づけられて
おり，今年度は２回開催しました。

10.15
出前講座の開催
大規模地震に備え木造住宅の耐震化や家
具の転倒防止などの地震対策について出
前講座を実施しました。

10.28
被災宅地危険度判定士講習会の
開催
被災宅地危険度判定を実施する技術者を
養成するため，県内の建築士等を対象に講
習会を実施しました。

11.3
石巻市 防災集団移転促進事業

「新蛇田団地宅地供給開始式」の
開催
石巻市新蛇田団地における防災集団移転
促進事業の宅地供給開始式が開催され， 
86区画が引渡されました。

12.17
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催
被災建築物応急危険度判定を実施する技
術者を養成するため，県内の建築士等を対
象に講習会を実施し，今年度は4回開催し
ました。

H27.1.16
防災集団移転促進事業の造成工
事着手等地区が100％に
1月9日に開催された復興整備協議会にお
いて，石巻市雄勝町中心部伊勢畑地区と
鮎川浜熊野地区の2地区が開発許可の同
意を得，16日の復興整備計画の公表によ
り，県内の造成工事着手等地区が100％に
なりました。

1.23
復興推進計画（応急仮設建築物活
用事業）の変更認定
復興推進計画に応急仮設建築物を27件追
加し，認定済みの2件の期間を延長する変
更について，内閣総理大臣から認定されま
した（10市町，102件）。

3.14→18
国連防災世界会議で被災建築物
応急危険度判定制度のパネルを
展示
宮城県建築物等地震対策推進協議会で
は，被災建築物応急危険度判定制度に関
するパネルを展示し，世界に情報発信を行
いました。
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４月初め
七ヶ浜町花渕浜笹山地区の宅地
引渡しの開始
七ヶ浜町花渕浜笹山地区で宅地の引渡し
が始まり，町内の5地区226区画のすべて
で引渡しが可能となりました。

5.15
宮城県建築物等地震対策推進協
議会の開催
県内の建築物等の総合的な地震対策の推
進を図る協議会の総会を開催しました。

4.27,29
改正建築基準法の講習会開催
建築団体が主催する建築士を対象とした
改正建築基準法の講習会に，講師の派遣
をしました。

6.17,22,24
改正建築士法の講習会開催
建築団体が主催する建築士を対象とした
改正建築士法の講習会に，講師の派遣を
しました。

7.11,12　
住まいの耐震博覧会 すまい元気
フェア
夢メッセみやぎで行われた，民間会社主催
の住まいに関する情報を発信するイベント
に，職員を派遣し，耐震診断及び耐震改修
工事の助成等の相談に対応しました。

8.27
被災建築物応急危険度判定全国
連絡訓練の実施
日本海沖連動地震を想定した全国連絡訓
が実施されました。

9.4
宮城県建築行政マネジメント計
画推進協議会開催
宮城県建築行政マネジメント計画の推進
にあたり，関係機関・関係団体の意見を聴
き，建築宅地行政の円滑な実施のための
情報交換を行いました。今年度は2回開催
しました。

11.2
被災宅地危険度判定士講習会の
開催
被災宅地危険度判定を実施する技術者を
講習会を実施しました。

12.14
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催
被災建築物応急危険度判定を実施する技
術者を養成するため，県内の建築士等を対
象に講習会を実施しており，今年度は4回
開催しました。

12月末日　
防災集団移転促進事業の建築工
事可能地区数が約72％に
12月末日時点において，県内の防災集団
移転促進事業の建築可能地区数が，約
72％になりました。

H28.1月中旬
気仙沼市舞根1地区の完成
気仙沼市舞根1地区における防災集団移
転促進事業の住宅団地20区画が完成し，
住宅の建築が進んでいます。

3.14
被災建築物応急危険度判定コー
ディネーター講習会の開催
被災建築物応急危険度判定コーディネー
ターを養成するため，市町村職員を対象に
講習会を開催しました。

建築宅地課 平成27年度の記録
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7.9,10
住まいの耐震博覧会 すまい元気
フェア
夢メッセみやぎで行われた，民間会社主催
の住まいに関する情報を発信するイベント
に職員を派遣し，耐震診断及び耐震改修
工事の助成等の相談に対応しました。

8.8
宮城県建築物等地震対策推進協
議会の開催
県内の建築物等の総合的な地震対策の推
進を図る協議会の総会を開催しました。

8.30　
被災建築物応急危険度判定全国
連絡訓練の実施
都心南部地下地震を想定した全国連絡訓
練が実施されました。

9月下旬　
石巻市雄勝地域船越地区の宅地
引渡しの開始
石巻市雄勝地域船越地区における防災集
団移転促進事業の住宅団地11区画で宅
地の引渡しが始まり，住宅の建築が進んで
います。

10.21
被災宅地危険度判定士講習会の
開催
被災宅地危険度判定を実施する技術者を
養成するため，県内の建築士等を対象に講
習会を実施しました。

宮城県建築行政マネジメント計
画推進協議会の開催　　　
宮城県建築行政マネジメント計画の推進
にあたり，関係機関・関係団体の意見を聴
き，建築宅地行政の円滑な実施のための
情報交換を行いました。

12.13
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催（仙台）
被災建築物応急危険度判定を実施する技
術者を養成するため，県内の建築士等を対
象に講習会を実施しており，今年度は4回
開催しました。

12.20
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催（石巻）

12月中旬
山元町宮城病院周辺地区の完成
山元町宮城病院周辺地区における防災集
団移転促進事業の住宅団地10区画が完成
し，住宅の建築が進んでいます。

H29.1.13
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催（仙台）

1.19
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催（大河原）

2月末日
防災集団移転促進事業の建築工
事可能地区数が約95％に
2月末日時点において，県内の防災集団移
転促進事業の建築可能地区数が，約95％
になりました。

3.10
被災建築物応急危険度判定コー
ディネーター講習会の開催
被災建築物応急危険度判定コーディネー
ターを養成するため，市町村職員を対象に
講習会を実施しました。
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4月末
女川町宮ヶ崎地区の宅地引渡し
の開始
女川町宮ヶ崎地区における防災集団移転
促進事業の住宅団地９区画で宅地の引渡
しが始まり，住宅の建築が進んでいます。

6.13
宮城県建築物等地震対策推進協
議会の開催
県内建築物等の総合的な地震対策の推進
を図る「宮城県建築物等地震対策推進協
議会（県・市町村・民間建築団体・学識経験
者等で構成）」の総会を開催しました。

7.8,9
住まいの耐震博覧会 すまい元気
フェア
夢メッセみやぎで行われた，民間会社主催
の住まいに関する情報を発信するイベント
に職員を派遣し，耐震診断及び耐震改修
工事の助成等の相談に対応しました。

8.30
被災建築物応急危険度判定全国
連絡訓練の実施
北陸地方「加賀・砺波平野地震」の発生を
想定した全国連絡訓練が実施されました。
全国連絡訓練に併せて県内の特定行政庁

と民間建築団体が参加した県内の連絡訓
練も実施しました。

9.22
被災宅地危険度判定士講習会の
開催
地震災害時の「被災宅地危険度判定」を実
施する技術者を養成するため，県内の建築
士等を対象に講習会を実施しました。

10月末
東松島市野蒜北部丘陵地区まち
びらき式
東松島市野蒜北部丘陵地区における防災
集団移転促進事業の住宅団地を含む「東
松島市野蒜北部丘陵地区まちびらき式」が
行われました。

11月末
防災集団移転促進事業の建築工
事可能地区数が約99％に
11月末日時点の県内の防災集団移転促進
事業の建築可能地区数が，約99％になり
ました。

12.11
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催(仙台)
被災建築物応急危険度判定を実施する技
術者を養成するため，県内の建築士等を対
象に講習会を実施しており，今年度は4回
開催しました。

12.21
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催(大崎)

H30.1.18
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催(石巻)

1.24
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催(仙台)

2.26
被災建築物応急危険度判定コー
ディネーター講習会の開催
市町村実施本部で業務を行う「被災建築
物応急危険度判定コーディネーター」を養
成するため，市町村職員を対象に講習会を
実施しました。

3.1→7
建築物の地震対策に関するパネ
ル展の開催
宮城県建築物等地震対策推進協議会の活
動として，宮城県庁２階回廊にて「建築物
の耐震対策」と「応急危険度判定」について
のパネル展を開催しました。

3.22　
宮城県建築行政マネジメント計
画推進協議会の開催　　　
宮城県建築行政マネジメント計画の推進
にあたり，関係機関・関係団体の意見を聴
き，建築宅地行政の円滑な実施のための
情報交換を行いました。

建築宅地課 平成29年度の記録
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4.1
石巻市防災集団移転促進事業竣
工式典
石巻市における防
災集団移転促進事
業について，全て
の宅地の供給が完
了しました。

7.7,8
住まいの耐震博覧会 すまい元気
フェア
夢メッセみやぎで行われた，民間会社主催
の住まいに関する情報を発信するイベント
に職員を派遣し，耐震診断及び耐震改修
工事の助成等の相談に対応しました。

7.9
宮城県建築物等地震対策推進協
議会の開催
県内建築物等の総合的な地震対策の推進
を図る「宮城県建築物等地震対策推進協
議会（県・市町村・
民間建築団体・学
識 経 験 者 等 で 構
成）」の総会を開催
しました。

8.6→9
建築物の地震対策に関するパネ
ル展の開催
宮城県の地震対策への取組を紹介するた
め，宮城県庁2階回廊にて「建築物の耐震
対策」と「応急危険度判定」についてのパネ
ル展を開催しました。

8.31　
被災建築物応急危険度判定全国
連絡訓練の実施

「兵庫県山崎断層帯地震」の発生を想定し
た全国連絡訓練が実施されました。全国連
絡訓練に併せて県内の特定行政庁と民間
建築団体が参加した県内の連絡訓練も実
施しました。

10.26
被災宅地危険度判定士講習会の
開催
地震災害時の「被災宅地危険度判定」を実
施する技術者を養成するため，県内の建築
士等を対象に講習会を実施しました。

11.14
被災建築物応急危険度判定コー
ディネーター講習会の開催
市町村実施本部で業務を行う「被災建築
物応急危険度判定コーディネーター」を養
成するため，市町村職員を対象に講習会を
実施しました。

12.14
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催(仙台)
地震災害時の「被災建築物応急危険度判
定」を実施する技術者を養成するため，県
内の建築士等を対象に講習会を実施して
おり，今年度は4回開催しました。

12.20
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催(大崎)

R1.1.18
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催(石巻)

1.29
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催(仙台)

1月末
女川町中心部地区堀切山団地の
宅地引渡しの開始
女川町中心部地区堀切山団地における防
災集団移転促進事業の住宅団地7区画で
宅地の引渡しが始まり，住宅の建築が進ん
でいます。

2.27　
東松島市柳の目西地区の造成工
事完了　　　
災害公営住宅建設のための東松島市柳の
目西地区において，造成工事が完了し，都
市計画法に基づく開発許可の工事完了検
査を実施しました。
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5.28
女川町横浦地区の造成工事完了
女川町横浦地区の開発行為完了検査及び
公告を行い，防災集団移転促進事業のう
ち，県の開発許可が必要な地区は全て造
成工事が完了しました。

6.3
宮城県建築物等地震対策推進協
議会の開催
県内建築物等の総合的な地震対策の推進
を図る「宮城県建築物等地震対策推進協
議会（県・市町村・民間建築団体・学識経験
者等で構成）」の総会を開催しました。

8.30　
被災建築物応急危険度判定全国
連絡訓練の実施

「広島県長者ヶ原断層帯地震」の発生を想
定した全国連絡訓練が実施されました。全
国連絡訓練に併せて県内の特定行政庁と
民間建築団体が参加した県内の連絡訓練
も実施しました。

10.25
被災宅地危険度判定士講習会の
開催
地震災害時の「被災宅地危険度判定」を実
施する技術者を養成するため，県内の建築
士等を対象に講習会を実施しました。

12.3
被災建築物応急危険度判定コー
ディネーター講習会の開催
市町村実施本部で業務を行う「被災建築
物応急危険度判定コーディネーター」を養
成するため，市町村職員を対象に講習会を
実施しました。

12.13
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催(仙台)
地震災害時の「被災建築物応急危険度判
定」を実施する技術者を養成するため，県
内の建築士等を対象に講習会を実施して
おり，今年度は4回開催しました。

12.19
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催(大河原)

R2.1.22
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催(石巻)

1.28
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催(仙台)

2.25
宮城県ブロック塀等地震被害防
止対策講習会
ブロック塀等の地震被害対策に係る知識
の普及、並びに技術力の向上を図る目的で
講習会を開催しました。

建築宅地課 令和元年度の記録

建築宅地課の記録
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7.17
宮城県建築物等地震対策推進協
議会の開催
県内建築物等の総合的な地震対策の推進
を図る「宮城県建築物等地震対策推進協
議会（県・市町村・民間建築団体・学識経験
者等で構成）」の総会を開催しました。

（新型コロナウイルス感染症対策として書
面開催とした。）

9.25　
被災建築物応急危険度判定全国
連絡訓練の実施

「長崎県長崎市直下地震」の発生を想定し
た全国連絡訓練が実施されました。全国連
絡訓練に併せて県内の特定行政庁と民間
建築団体が参加した県内の連絡訓練も実
施しました。

10.30
被災宅地危険度判定士講習会の
開催
大規模な地震又は大雨等の災害時に「被
災宅地危険度判定」を実施する技術者を
養成するため，県内の建築士等を対象に講
習会を実施しました。

12.4
被災建築物応急危険度判定コー
ディネーター講習会の開催
市町村実施本部で業務を行う「被災建築
物応急危険度判定コーディネーター」を養
成するため，市町村職員を対象に講習会を
実施しました。

12.17
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催(仙台)
地震災害時の「被災建築物応急危険度判
定」を実施する技術者を養成するため，県
内の建築士等を対象に講習会を実施して
おり，今年度は4回開催しました。

12.22
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催(大崎)

R3.1.22
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催(仙台)

1.28
被災建築物応急危険度判定技術
者講習会の開催(大河原)

1.29
東松島市鳴瀬桜華小学校の開発
工事完了
平成31年4月26日付け復興整備計画公表
により開発許可があったものとみなされた
東松島市鳴瀬桜華小学校の開発行為の工
事が完了しました。

2.14,15
ブロック塀等緊急点検の実施
2月13日に発生した福島県沖地震を受け
て，ブロック塀等の緊急点検を実施しまし
た。

3.12
みやぎ木造住宅耐震改修施工技
術者実務講習会
木造住宅の耐震改修工事を施工もしくは
監理する技術者を対象に，木造住宅耐震
改修の技術力の向上を図る目的で講習会
を開催しました。

建築宅地課 令和2年度の記録

建築宅地課の記録
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4.2
解雇等により離職し，住居を
失った方への県営住宅の募集
解雇・雇い止め等により，寮・社宅等の住居
から退去を余儀なくされた方への居住の
場を確保するため，県営住宅提供の期間
を平成24年９月28日まで延長しました。

4.12
地域型復興住宅出発式
地域住宅生産者グループ76グループの出
発式が行われ，生産者グループ代表260名
が出席しました。

4.13
宮城県住宅供給公社が仙台簡易
裁判所に特定調停申立
４金融機関を相手方として，分譲事業借入
金122億2,600万円の支払方法等につい
て協議するものであり，県は利害関係者と
して調停への参加を求められました。

4.24
宮城県住宅供給公社の債務処理
に係る調停（第1回）
宮城県住宅供給公社の債務処理に係る調
停（第1回）が行われました。

4月末日
住宅再建支援事業（二重ローン対
策）実績
当月　補助金交付決定　
　　　48件（補助額合計 22,967千円）
累計　補助金交付決定　
　　　185件（補助額合計 89,667千円）

5.10
地域住宅ブランド化事業説明会
宮城県地域型復興住宅推進協議会主催
で，国土交通省の補助事業である地域住
宅ブランド化事業の説明会を行いました。

5.11→12
県営将監住宅の事業計画説明会
県営将監住宅の政策空き家に係わる事業
計画の住民説明会を開催しました。

5.21
平成23年度県営住宅明渡等訴訟
の結果報告
平成23年度県営住宅明渡等訴訟の結果に
ついて，建設企業委員会へ報告しました。

5.22
宮城県住宅供給公社の債務処理
に係る調停（第2回）
今回から県は裁判所調停委員会からの呼
出を受け，調停に出席しました。

5月末日
住宅再建支援事業（二重ローン対
策）実績
当月　補助金交付決定　
　　　28件（補助額合計 13,701千円）
累計　補助金交付決定　
　　　213件（補助額合計 103,368千円）

6.21
県営多賀城八幡住宅外４団地物置・
自転車置き場災害復旧工事着手
多賀城八幡住宅団地，石巻鹿妻住宅団地，
石巻門脇住宅団地，石巻黄金浜住宅団地，
石巻吉野住宅団地の被災した物置及び自
転車置き場の解体，再建築工事に着手しま
した。

7.4
宮城県住宅供給公社の債務処理
に係る調停（第４回）
宮城県住宅供給公社の債務処理に係る調
停（第４回）が行われました。

7.17
宮城県住宅供給公社の債務処理
に係る調停（第５回）
第1回～第4回の調停における，公社，相手
方４金融機関，県の協議結果等を踏まえ，
裁判所調停委員会から「調停条項あっせ
ん案」が提示されました。県は相手方４金
融機関へ77億9,600万円の支払い及び公
社への32億5,000万円の貸付を求められ
ました。

7.12→20
災害公営住宅管理手法のヒアリ
ング

災害公営住宅管理手法について，被災市
町を訪問し，打合せを実施しました（石巻
市，気仙沼市，名取市，東松島市，塩釜市，
亘理町，女川町，南三陸町，七ヶ浜町）。

7.12,19
生活保護受給者への代理納付制
度導入要請
生活保護受給者への代理納付制度につい
て，名取市及び多賀城市を訪問し，制度利
用の要請を行いました。

7.20
県営名取手倉田第二住宅1号棟
解体工事着手
被災した既設1号棟（30戸）の解体工事に
着手しました。

7.27
県営黒松第一住宅（1〜6号棟）
団地解体設計完了
被災した1～6号棟の解体設計完了。引き
続き解体工事発注準備に着手しました。

7月末日
県営名取手倉田第二住宅1号棟
解体工事着手
被災した既設１号棟（30戸）の解体工事に
着手しました。

8.1
応急仮設住宅の居住環境の改善
に係る付帯設備等着手
応急仮設住宅の居住環境改善のため，給湯
器（追い炊き機能付き）設置（13,421戸）及
び物置設置（17,817戸）を開始しました。（※
設置戸数は，アンケートによる希望戸数）　　　　

8.24
県営名取手倉田第二住宅1号棟
新築設計完了
被災した1号棟（30戸）の再建築設計完了。
引き続き工事発注準備に着手しました。

9.11
宮城県議会9月定例会開会
宮城県住宅供給公社の債務処理に係る予
算議案，調停条項の受諾議案など関連議
案を提出しました。建設企業委員会におい

平成24年度の記録

住宅課の記録
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て，県営住宅等家賃減免制度の見直し及
び平成24年県営住宅明渡等訴訟について
報告しました。
第2回災害公営住宅管理手法
被災市町と第2回災害公営住宅管理手法

（指定管理・管理代行）に関する勉強会を
開催しました。

9.22→23
住まいの耐震博覧会について
夢メッセみやぎで開催された「住まいの耐
震博覧会」の相談コーナーで住宅再建支
援制度相談を行いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

9月末日
住宅再建支援事業（二重ローン対
策）実績
当月　補助金交付決定　
　　　30件（補助額合計 14,341千円）
累計　補助金交付決定
　　　328件（補助額合計 158,473千円）

10.15
県営黒松第一住宅（1〜6号棟）
団地解体工事着手
被災した1～6号棟の解体工事に着手しま
した。

10.23
宮城県住宅供給公社の債務処理
に係る調停（第6回）
宮城県住宅供給公社の債務処理に係る調
停（第６回）が行われ，７月17日に提示され
た調停条項あっせん案に同意し調停が成
立しました。

10.30
第3回災害公営住宅管理手法勉
強会
被災市町と募集方法やペット飼育等に関
する検討を行いました。

10月末日
住宅再建支援事業（二重ローン対
策）実績
当月　補助金交付決定　
　　　16件（補助額合計 7,684千円）
累計　補助金交付決定　
　　　344件（補助額合計 166,157千円）

11.9
県営志津川廻館前住宅団地解体
工事着手
被災した建物の解体工事に着手しました。

 ▲志津川廻館前住宅団地解体工事中

11.22
宮城県議会11月定例会開会
県営住宅条例の一部（収入基準，整備基
準）を改正する条例議案及び指定管理者
の指定に係る議案を提出しました。

11.30
応急仮設住宅の居住環境の改善
に係る付帯設備等完了
応急仮設住宅の居住環境改善として，給湯
器（追い炊き機能付き）設置（13,496戸）及
び物置設置（18,500戸）を完了しました。
県営多賀城八幡住宅外一団地物
置・自転車置場災害復旧工事完了
多賀城八幡住宅団地，石巻鹿妻住宅団地
の被災した物置及び自転車置場の再建築
工事が完了しました。

11月末日
住宅再建支援事業（二重ローン対
策）実績
当月　補助金交付決定　
　　　27件（補助額合計 13,309千円）
累計　補助金交付決定　
　　　371件（補助額合計 179,466千円）

12.7
県営名取手倉田第二住宅1号棟
解体工事完了
被災した既設1号棟（30戸）の解体工事が
完了しました。

12.20
県営石巻門脇住宅団地外２団地物
置・自転車置場災害復旧工事完了
石巻門脇住宅団地，石巻黄金浜住宅団地，
石巻吉野住宅団地の被災した物置及び自
転車置場の再建築工事が完了しました。

12.27
第4回災害公営住宅管理手法勉強会
被災市町と家賃や駐車場料金の設定，居
住者負担の取扱い等に関する検討を行い
ました。

12.28
県営名取手倉田第二住宅1号棟
新築工事着手
被災した１号棟の再建築工事に着手しま
した（鉄筋コンクリート造5階建て30戸）。

12月末日
住宅再建支援事業（二重ローン対
策）実績
当月　補助金交付決定　
　　　19件（補助額合計 8,674千円）
累計　補助金交付決定　
　　　390件（補助額合計 188,140千円）

H25.1.16
宮城県地域型復興住宅推進協議
会会議
地域型復興住宅パンフレットの第２版の
発行予定等の報告がありました。

1月末日
住宅再建支援事業（二重ローン対
策）実績
当月　補助金交付決定　
　　　21件（補助額合計 10,319千円）
累計　補助金交付決定　
　　　411件（補助額合計 198,459千円）

2.15
第5回災害公営住宅管理手法勉強会
４月入居開始を予定している仙台市，石巻
市，山元町の募集方法をもとに，被災市町
と優先入居や家賃設定等について検討を
行いました。

2.28
県営黒松第一住宅（1〜6号棟）
団地解体工事完了
被災した1～6号棟の解体工事が完了しま
した。

3.25
県営志津川廻館前住宅団地解体
工事完了
被災した建物の解体工事が完了しました。

住宅課の記録
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住宅課 平成25年度の記録

4.13
住宅再建相談会を開催
みやぎ復興住宅整備推進会議と独立行
政法人住宅金融支援機構の共催により，
被災者が自力再建するうえで必要とする
融資，資金計画，助成制度，建築相談（プ
ラン，概算工事費等）などの内容にワン
ストップで対応する相談会が，気仙沼会
場を皮切りに県内各地で開催しました。　　　　　　　　　　　　　

（※年度末まで15市町で134回開催）

4.18
第1回みやぎ復興住宅整備推進
会議を開催
住宅・まちづくりに関する情報を関係機関
で共有し，全国のモデルとなる復興住宅整
備を目指します。今年度第１回目となる会
議を開催しました。

7.13,14
「住まいの耐震博覧会2013」のイ
ベントに職員を派遣
夢メッセみやぎで行われた，民間会社主催
の住まいに関する情報を発信するイベント
に，職員を派遣し，二重ローン補助などの
住宅再建支援制度や各種住宅施策等につ
いての相談に対応しました。

7.19
県営住宅ストックマネジメント
の推進
六丁目住宅団地物置取替工事に着手しま
した。また，柴田船迫住宅（３，4号棟）外壁
改修工事，太白住宅（1〜4号棟）給水管改
修工事など順次着手し，完成しました。

8.29　
第2回みやぎ復興住宅整備推進
会議を開催

10.29
宮城県復興推進計画の認定
東日本大震災により住宅を失った被災者
の災害公営住宅の入居の入居者資格要件
の緩和（入居収入基準の緩和）及び譲渡処

分要件の緩和（譲渡制限期間の短縮）を目
的とした復興推進計画（公営住宅関係）が
国に認定されました。
※宮城県と県内全35市町村（共同申請）

11.21　
第3回みやぎ復興住宅整備推進
会議を開催

12.20
県営住宅の災害復旧工事が完了
全壊被害のあった，県営名取手倉田第二
住宅１号棟（３０戸）の建替工事が完了し
ました。これで，県営住宅災害復旧工事の
全てが完了しました。

H26.1.10
宮城県居住支援協議会を設立
“住宅セーフティネット法”に基づき，住宅
確保要配慮者に対する賃貸住宅への円滑
な入居促進及び賃貸住宅供給の促進な
ど，必要な協議等を行う場として設立し，
第１回会議を開催しました。

2.12
第4回みやぎ復興住宅整備推進
会議を開催

2.23
「住まいまるごと応援フェア」を開
催

東北財務局，宮城復興局，宮城県，関係市
町などの主催による，住まづくりに関する
セミナー、相談会等を名取市の住宅展示
場で開催しました。（３月21日には仙台市
の住宅展示場で開催）

3月
住宅再建支援事業（二重ローン対
策）の実施
被災された方々が自ら住宅を再建する際
に生じる二重ローンの負担を軽減するた
め，既存住宅債務に係る5年間の利子相当
額（上限50万円）を今年度は約200件補助
しました。
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4月～H27年3月　　　　　　　　　　
住宅再建相談会を開催　　　　　　　　
みやぎ復興住宅整備推進会議と独立行政
法人住宅金融支援機構の共催により，被
災者が自力再建するうえで必要とする融
資，資金計画，助成制度，建築相談（プラ
ン，概算工事費等）などの内容にワンストッ
プで対応する相談会が，東松島会場を皮
切りに県内各地で3月まで開催されまし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
住宅再建支援事業（二重ローン対
策）の実施
被災された方々が自ら住宅を再建する際
に生じる二重ローンの負担を軽減するた
め，既存住宅債務に係る5年間の利子相当
額（上限50万円）を今年度は約120件補助
しました。

5.16
県営住宅ストックマネジメント
の推進
新坂住宅（A棟）昇降機改修工事に着手し
ました。また，多賀城浮島住宅（1，2号棟）
外壁改修工事，将監第二住宅（23～25号
棟）給水管改修工事など順次着手し，完成
しました。

7.12,13
「住まいの耐震博覧会　すまい
元気フェア」のイベントに職員
を派遣
夢メッセみやぎで行われた，民間会社主催
の住まいに関する情報を発信するイベント
に，職員を派遣し，二重ローン補助などの
住宅再建支援制度や各種住宅施策等につ
いての相談に対応しました。

7.31
「住宅相談Ｑ＆Ａ」を発行

7.31
第1回みやぎ復興住宅整備推進
会議を開催
住宅・まちづくりに関する情　報を関係機
関で共有し，全国のモデルとなる復興住
宅整備を目指します。今年度第1回目とな
る会議を開催しました。（今年度は計3回　
開催）

10.7
「宮城県復興住宅計画」を改定

震災からの時間の経過に伴い，新たに顕
在化してきた諸課題を踏まえ，今後，一層
の整備の加速化を図るとともに，被災者の
ニーズを反映した適切な住宅整備を着実
に行うため，災害公営住宅の全戸完成時
期や整備戸数の及び年次戸数の見直しを
主とした，計画の改定を行いました。

10.31→11.10　　　　　　　　　　　　
「みやぎ復興モデルプラン」のパ
ネル展示
みやぎ復興住宅整備推進会議において会
員から提案されたモデルプランを，県庁
ホールに展示したほか，ホームページや
フェイスブックに掲載し，自力再建を目指
す方々を支援しました。

11.5
支払督促の申請
県営住宅家賃等の滞納者に対し，滞納縮
減取組の新たな法的手段として，支払督促
を裁判所に提出しました。
第21回復興住宅市町村連絡調整
会議を開催
災害公営住宅の管理に関する留意事項や
事例紹介等，各市町の管理担当者と情報

共有が図られました。（今年度は復興住宅
整備室主催も含め計5回開催）

11.7
フェイスブック「みやぎ住まいの
復興プレス～うちへおいでよ！～」
住宅再建に関する情報をより幅広く，いち
早く被災者や県民の皆様へ届けるため，
みやぎ復興住宅整備推進会議でフェイス
ブックを立ち上げました。これまで，住宅再
建相談会や，イベントなどの開催情報，ま
た，みやぎ復興住宅モデルプランなどの配
信を行いました。

11.30
「住宅再建まるごと相談会」に職
員を派遣
石巻市で行われた，宮城県や東北財務局
などが主催する相談会に職員を派遣し，二
重ローン補助などの住宅再建支援制度や
各種住宅施策等についての相談に対応し
ました。

12.15→12.19　　　　　　　　　　　　
「みやぎ復興モデルプラン」のパ
ネル展示

H27.3.18
債権放棄の議案可決
滞納縮減取組のひとつとして，回収が著し
く困難な県営住宅家賃等に係る債権を放
棄する議案を提出し，議決を得たので不納
欠損処理をすることにしました。

3.24
東松島市型地域住宅モデルハウ
ス見学会を開催
東松島市で建設した，環境共生型の超高
齢化社会対応スマートハウスの見学会を，
みやぎ復興住宅整備推進会議の主催によ
り開催しました。

3.31
「宮城県県営住宅ストック総合活
用計画」の改定
県営住宅ストックの活用について定めた

「宮城県県営住宅ストック総合活用計画
(宮城県公営住宅等長寿命化計画)」につ
いて，東日本大震災などの大きな社会情勢
の変化があったことや，前回改定から5年
目を向かえたことから，県営住宅ストック
の活用方針を新たに定めるなどの，見直し
を行いました。

住宅課 平成26年度の記録
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4月～H28年3月　　　　　　　　　　
住宅再建相談会を開催　　　　　　　　
みやぎ復興住宅整備推進会議と独立行政
法人住宅金融支援機構の共催により，被
災者が自力再建するうえで必要とする融
資，資金計画，助成制度，建築相談（プラ
ン，概算工事費等）などの内容にワンストッ
プで対応する相談会が，県内各地で3月ま
で開催されました。　　　　　　　　　　　　　
住宅再建支援事業（二重ローン対
策）の実施
被災された方々が自ら住宅を再建する際
に生じる二重ローンの負担を軽減するた
め，既存住宅債務に係る5年間の利子相当
額（上限50万円）を今年度は約60件補助
しました。
宮城復興住宅マッチングサポー
ト事業の実施
自力再建による住宅建築工事の本格化に
伴い発生が危惧される工務店の不足，建
築職人の不足，建築資材の不足に対し，
情報の共有と資材，職人等の融通を図り，
被災された方の円滑な住宅再建を促すこ
とを目的とした事業を実施しました。今年
度は約25件の申し込みがあり，約15件の
マッチングの成立がありました。

6.4
第1回みやぎ復興住宅整備推進
会議を開催
住宅・まちづくりに関する情報を関係機関
で共有し，全国のモデルとなる復興住宅整
備を目指します。今年度第１回目となる会
議を開催しました。（今年度は計3回開催）

7.11,12
「住まいの耐震博覧会　すまい
元気フェア」のイベントに職員
を派遣
夢メッセみやぎで行われた，民間会社主催
の住まいに関する情報を発信するイベント
に，職員を派遣し，二重ローン補助などの
住宅再建支援制度や各種住宅施策等につ
いての相談に対応しました。

7.24
県営住宅ストックマネジメント
の推進
石巻吉野住宅昇降機改修工事に着手しま
した。また，岩沼亀塚住宅（A-1・A-2号棟）
外壁等改修工事，名取田高住宅（1・4・5号
棟）受水槽取替工事など順次着手し，完成
しました。

10.21
みやぎ復興住宅フォーラムを開催
震災から5年目の節目の年度に当たり，復
旧・復興がどこまで進んでいるのか，また
今に至るまでにどのような取組が行われて
きたのかを県民・全国へお伝えするために

「みやぎ復興住宅フォーラム」を開催しま
した。フォーラムでは「住まい」の復興に焦
点をしぼり，東松島市宮戸島のまちづくり
に携わった建築家の妹島和世氏と，南三
陸町でデザインの力による復興支援活動
を行った宮城大学准教授の中田千彦氏を
迎え，復興の先にある新しいまちづくりの
ために，建築に関わるものがどのように取
り組んでいくべきか，フォーラムに参加す
る皆さんも交えて議論を深めました。
フォーラムと同時に会場出入口付近でパ
ネル展示を開催し，みやぎ復興住宅モデル
プランや住まいの復興に関する各団体の
取り組みの紹介等を行いました。
当日は，古川工業高校建築学科の生徒を
含め，約390人の参加がありました。

11.19
災害公営住宅の被災者以外の入
居に係る対応方針の策定
災害公営住宅の空き住戸対策として，国の
見解を受け，市町と協議し，策定しました。

11.29
「住宅再建まるごと相談会」に職
員を派遣
南三陸町で行われた，宮城県や東北財務
局などが主催する相談会に職員を派遣し，
県の住宅再建支援制度や各種住宅施策等
についての相談に対応しました。

H28.2.16
第27回復興住宅市町村連絡調整
会議を開催
災害公営住宅の管理に関する留意事項や
事例紹介等，各市町の管理担当者と情報
共有が図られました。（今年度は計5回開
催）第27回会議では，災害公営住宅の被災
者以外の入居について，また，一般公募の
際の仮設住宅入居者に対する優先入居制
度の活用について各市町への周知を図り
ました。

３月　
住宅供給公社の災害公営住宅等
市町営住宅管理受託の県の認可
平成28年4月から管理開始する2町及び管
理を更新する5市町の管理受託を認可しま
した。（平成28年4月における受託市町は
計11市町）

住宅課 平成27年度の記録
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4月～H29年3月　　　　　　　　　　
住宅再建相談会を開催　　　　　　　　
みやぎ復興住宅整備推進会議と独立行政
法人住宅金融支援機構の共催により，被
災者が自力再建するうえで必要とする融
資，資金計画，助成制度，建築相談（プラ
ン，概算工事費等）などの内容にワンストッ
プで対応する相談会が，県内各地で3月ま
で開催されました。　　　　　　　　　　　　　
住宅再建支援事業（二重ローン対
策）の実施
被災された方々が自ら住宅を再建する際
に生じる二重ローンの負担を軽減するた
め，既存住宅債務に係る5年間の利子相当
額（上限50万円）を今年度は36件補助しま
した（2月末時点） 。
宮城復興住宅マッチングサポー
ト事業の実施
自力再建による住宅建築工事の本格化に
伴い発生が危惧される工務店の不足，建
築職人の不足，建築資材の不足に対し，情
報の共有と資材，職人等の融通を図り，被
災された方の円滑な住宅再建を促すこと
を目的とした事業を実施しました。今年度
は22件の工務店紹介の申し込みがあり，
11件のマッチングの成立がありました（2
月末時点） 。

7.9,10　
「住まいの耐震博覧会 すまい元気
フェア」のイベントに職員を派遣
夢メッセみやぎで行われた，民間会社主催
の住まいに関する情報を発信するイベント
に職員を派遣し，二重ローン補助などの住
宅再建支援制度
や各種住宅施策
等についての相
談に対応しまし
た。

7.14
第1回みやぎ復興住宅整備推進
会議を開催
住宅・まちづくりに関する情報を関係機関
で共有し，全国のモデルとなる復興住宅整
備を目指します。今年度第1回目となる会
議を開催しました。（今年度は計3回開催）

7.20
県営住宅ストックマネジメント
の推進
蒲生住宅物置取替工事に着手しました。ま
た，亘理下茨田住宅（1号棟）外壁等改修工
事，中倉住宅（2号棟）昇降機改修工事，将
監第一住宅（7・8号棟）給水施設改修工事
など順次着手し，完成しました。

8.4
災害公営住宅の被災者以外の入
居に係る対応方針の改定
災害公営住宅の空き住戸対策として，国の
見解を受け，市町と協議し，昨年策定した
対応方針を改定しました。

8.20,10.29　　　　　　　　　
宮城県避難者交流相談会へ職員
を派遣
県外に避難された方々の生活状況・要望の
把握や，各種支援情報の提供及び避難者
同士の交流を図ることを目的に，東京と大
阪で開催された相談会において，住宅相談
ブースでの相談対応等を実施しました。

11.23
「住宅再建まるごと相談会」に職
員を派遣
石巻市で行われた，宮城県や東北財務局
などが主催する相談会に職員を派遣し，県
の住宅再建支援制度や各種住宅施策等に
ついての相談に対応しました。

H29.1.16
第30回復興住宅市町村連絡調整
会議を開催
市町村と災害公営住宅の整備，管理，募
集，入居に関する情報や自力再建に向けた
情報の共有を図ることを目的に，平成23
年度から開催されている当会議は，今年度
３回開催されました。第30回会議では，公
営住宅入居者のうち家賃滞納者及び生活
困窮者世帯への対応について，また，市町
村営住宅の長寿命化計画についてなど，公
営住宅全般に渡る情報を各市町村と共有
し周知を図りました。

1.20
山元町つばめの杜地区（新山下駅
周辺地区）見学会みやぎ復興住宅
整備推進会議で開催
12月10日にJR常磐線が開通したことによ
り，「まち」として本格的に動き始めた新山
元駅周辺の新市街
地と，山下第二小
学校の見学会を開
催しました。

3月
住宅供給公社の災害公営住宅等
市町営住宅管理受託の県の認可
平成29年4月から管理を更新する7市町の
管理受託を認可しました。

（平成29年4月における受託市町は計12
市町）

住宅課 平成28年度の記録
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4月～H30年3月　　　　　　　　　　
住宅再建相談会を開催　　　　　　　　
みやぎ復興住宅整備推進会議と独立行政
法人住宅金融支援機構の共催により，被
災者が自力再建するうえで必要とする融
資，資金計画，助成制度，建築相談（プラ
ン，概算工事費等）などの内容にワンストッ
プで対応する相談会が，県内各地で3月ま
で開催されました。　　　　　　　　　　　　　
住宅再建支援事業（二重ローン対
策）の実施
被災された方々が自ら住宅を再建する際
に生じる二重ローンの負担を軽減するた
め，既存住宅債務に係る5年間の利子相当
額（上限50万円）を今年度は33件補助しま
した（2月末時点） 。
宮城復興住宅マッチングサポー
ト事業の実施
自力再建による住宅建築工事の本格化に
伴い発生が危惧される工務店の不足，建
築職人の不足，建築資材の不足に対し，情
報の共有と資材，職人等の融通を図り，被
災された方の円滑な住宅再建を促すこと
を目的とした事業を実施しました。
今年度は45件の工務店紹介の申し込みが
あり，13件のマッチングの成立がありまし
た（2月末時点） 。

5.28
気仙沼市災害公営住宅全戸完成　　　　　　　　　　　　　　 
気仙沼市内で整備を進めていた災害公営
住宅が全戸（2,087戸）完成しました。

7.8→9
「住まいの耐震博覧会 すまい元気
フェア」のイベントに職員を派遣
夢メッセみやぎで行われた，民間会社主催
の住まいに関する情報を発信するイベント
に職員を派遣し，二重ローン補助などの住
宅再建支援制度や各種住宅施策等につい
ての相談に対応しました。

10.21,11.3　　　　　　　　
宮城県避難者交流相談会へ職員
を派遣
県外に避難された方々の生活状況・要望の
把握や，各種支援情報の提供及び避難者
同士の交流を図ることを目的に，東京と大
阪で開催された相談会において，住宅相談
ブースでの相談対応等を実施しました。

10.25
県営住宅ストックマネジメント
の推進
加茂住宅（1号棟）外壁等改修工事に着手
しました。また，岩沼相の原住宅受水槽取
替工事，新坂住宅雑排水管改修工事，名取
田高住宅物置取替工事など9月以降順次
着手し，完成しました。

12.2
「住宅再建まるごと相談会」に
職員を派遣
気仙沼市及び石巻市で行われた，住宅再
建相談会に職員を派遣し，県の住宅再建
支援制度や各種住宅施策等についての相
談に対応しました。

12.15
第33回復興住宅市町村連絡調整
会議を開催
市町村と災害公営住宅の整備，管理，募
集，入居に関する情報や自力再建に向けた
情報の共有を図ることを目的に，平成23
年度から開催されている当会議は，今年度
3回開催しました。
第33回会議では，復興庁及び国土交通省
住宅局から災害公営住宅における家賃に
ついて直接ご説明いただくと共に、県営住

宅家賃の減免制度等についての情報共有
を図りました。

H30.2.3,25　
「住宅再建相談会」に職員を派遣

気仙沼市及び石巻市で行われた，住宅再
建相談会に職員を派遣し，県の住宅再建
支援制度や各種住宅施策等についての相
談に対応しました。

2.14
災害公営住宅の管理に係る意見
交換会を開催
災害公営住宅を整備している市町と，災
害公営住宅の家賃減免等に関する情報の
共有を図るため，意見交換会を開催しまし
た。

3.28
みやぎ復興住宅整備推進会議を
開催
住宅・まちづくりに関する情報を関係機関
で共有し，全国のモデルとなる復興住宅整
備を目指すことを目的に，平成24年度から
開催されている当会議を今年度はサロン
を含め3回開催しました。

住宅課 平成29年度の記録
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4月～H31年3月
住宅再建相談会を開催　　　　　　　　　　
みやぎ復興住宅整備推進会議と独立行政
法人住宅金融支援機構の共催により，被
災者が自力再建するうえで必要とする融
資，資金計画，助成制度，建築相談（プラ
ン，概算工事費等）などの内容にワンストッ
プで対応する相談会が，県内各地で3月ま
で開催されました。　　　　　　　　　　　　　
住宅再建支援事業（二重ローン対
策）の実施　　　　　　　　　　
被災された方々が自ら住宅を再建する際
に生じる二重ローンの負担を軽減するた
め，既存住宅債務に係る5年間の利子相当
額（上限50万円）を今年度は18件補助しま
した（2月末時点） 。
宮城復興住宅マッチングサポー
ト事業の実施　　　　　　　　　　
自力再建による住宅建築工事の本格化に
伴い発生が危惧される工務店の不足，建
築職人の不足，建築資材の不足に対し，情
報の共有と資材，職人等の融通を図り，被
災された方の円滑な住宅再建を促すこと
を目的とした事業を実施しました。今年度
は12件の工務店紹介の申し込みがあり，
7件のマッチングの成立がありました（2月
末時点） 。

4.18
女川町災害公営住宅整備事業　
完了式典　　　　　　　　　　
女川町内で整備を進めていた災害公営住
宅が全戸（859戸）完成しました。

7.7,8
「住まいの耐震博覧会 すまい元
気フェア」
夢メッセみやぎで行われた，民間企業主催
の住まいに関する情報を発信するイベント
に職員を派遣し，二重ローン補助などの住
宅再建支援制度や各種住宅施策等につい
ての相談に対応しました。

7.29,8.19
「住宅再建相談会」に職員を派遣

気仙沼市及び石巻市で行われた，住宅再
建相談会に職員を派遣し，県の住宅再建
支援制度や各種住宅施策等についての相
談に対応しました。

11.13　
県営住宅ストックマネジメント
の推進
将監第二住宅（15･19号棟）外壁等改修工
事に着手しました。また，岩沼亀塚住宅で
給水管改修工事，梶の杜住宅で昇降機改
修工事，多賀城大代住宅で量水器取替工
事など9月以降順次着手し，完成しました。

12.8
名取市復興公営住宅 完成式典
名取市内で整備を進めていた災害公営住
宅が全戸（655戸）完成しました。

R1.2.13
みやぎ復興住宅整備推進会議を
開催
住宅・まちづくりに関する情報を関係機関
で共有し，全国のモデルとなる復興住宅整
備を目指すことを目的に，平成24年度から
開催されている当会議を今年度はみやぎ
の住まいづくり懇話会を含め5回開催しま
した。

3月
県内災害公営住宅整備全戸完了

3月からR1年3月
各圏域のブロック会議の開催
支援
各地域で抱える災害公営住宅の家賃
減免や住宅管理の問題・課題等に対応
するため，災害公営住宅を建設した市
町（仙台市を除く）に対し、県が情報交
換や課題検討する場として圏域毎のブ
ロック会議開催を働きかけ，市町が主
体となり定期的に会議が開催されてい
ます。

住宅課 平成30年度の記録
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4月～R2年3月
住宅再建相談会を開催　　　　　　　　　　
みやぎ復興住宅整備推進会議と独立行政
法人住宅金融支援機構の共催により，被
災者が自力再建するうえで必要とする融
資，資金計画，助成制度，建築相談（プラ
ン，概算工事費等）などの内容にワンストッ
プで対応する相談会が，県内各地で3月ま
で開催されました。　　　　　　　　　　　　　
住宅再建支援事業（二重ローン対
策）の実施
被災された方々が自ら住宅を再建する際
に生じる二重ローンの負担を軽減するた
め，既存住宅債務に係る5年間の利子相当
額（上限50万円）を今年度は9件補助しま
した（2月末時点） 。
みやぎ県政だより「県からのお知
らせ」に住宅再建支援事業（二重
ローン対策）を掲載
2ヶ月に一度発行されているみやぎ県政
だよりの県からのお知らせのページに住
宅再建支援制度（二重ローン対策）を掲載
し，県民に向けて広報しました。

「土木部市町支援チーム」による
市町支援
復興まちづくり推進室と連携し，「土木部
市町支援チーム」として21市町を延べ26
回訪問。円滑な整備・管理に向けた意見交
換や助言等を行いました。
各圏域のブロック会議の開催支
援
　各地域で抱える災害公営住宅の家賃減
免や住宅管理の問題・課題等に対応する
ため，災害公営住宅を建設した市町（仙台
市を除く）に対し，県が情報交換や課題検
討する場として圏域毎のブロック会議開催
を働きかけ，市町が主体となり定期的に会
議が開催されています。

8.30
県営住宅ストックマネジメント
の推進
昨年度から実施していた県営住宅岩沼千
貫住宅（3号棟）外壁等改修工事が8月に完
成しました。

10.4
県営住宅ストックマネジメント
の推進
塩釜天満崎住宅（1･2号棟）外壁等改修工
事に着手しました。また，将監第四住宅で
給水管改修工事，梶の杜住宅で雑排水管
改修工事など順次着手し，完成しました。

R2.2.13
みやぎ復興住宅整備推進会議を
開催
住宅・まちづくりに関する情報を関係機関
で共有し，全国のモデルとなる復興住宅整
備を目指すことを目的に，平成24年度から
開催されている当会議を今年度はみやぎ
の住まいづくり懇話会を含め4回開催しま
した。

2.15,16
「宮城・仙台住宅リフォームフェア
2020」
宮城・仙台住宅リフォームフェア2020のカ
タログ展示コーナーにおいて，住宅再建支
援事業（二重ローン対策）のチラシ等を配
布し，住宅再建の促進を図りました。宮城・
仙台住宅リフォームフェア2020のカタロ
グ展示コーナーにおいて，住宅再建支援事
業（二重ローン対策）のチラシ等を配布し，
住宅再建の促進を図りました。

住宅課 令和元年度の記録
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4月～R3年3月
住宅再建相談会を開催　　　　　　　　　　
みやぎ復興住宅整備推進会議と独立行政
法人住宅金融支援機構の共催により，被
災者が自力再建するうえで必要とする融
資，資金計画，助成制度，建築相談（プラ
ン，概算工事費等）などの内容にワンストッ
プで対応する相談会が，石巻市，気仙沼市
にて3月まで開催されました。　　　　　　　　　　　　　
住宅再建支援事業（二重ローン対
策）の実施
被災された方々が自ら住宅を再建する際
に生じる二重ローンの負担を軽減するた
め，既存住宅債務に係る5年間の利子相当
額（上限50万円）を今年度は9件（2月末時
点）補助しました。
みやぎ県政だより「県からのお知
らせ」に住宅再建支援事業（二重
ローン対策）を掲載
2ヶ月に一度発行されているみやぎ県政
だよりの県からのお知らせのページに住
宅再建支援制度（二重ローン対策）を掲載
し，県民に向けて広報しました。

「土木部市町支援チーム」による
市町支援

「土木部市町支援チーム」として21市町を
延べ27回訪問。災害公営住宅が抱える課
題等の解決に向けた意見交換や助言等を
行いました。
各圏域のブロック会議の開催支
援
各地域で抱える災害公営住宅の家賃減免
や住宅管理の問題・課題等に対応するた
め，災害公営住宅を建設した市町（仙台市
を除く）に対し，県が情報交換や課題検討
する場として圏域毎のブロック会議開催を
働きかけ，市町が主体となり定期的に会議
が開催されています。

7.3
「東日本大震災からの復興 災害
公営住宅整備の記録」の公開

「災害公営住宅整備の記録」は，平成27年
度に中間報告としてとりまとめていました
が，全戸完成したことにより，東日本大震
災からこれまでの国・県・市町その他関係
機関における取組に加え，課題への対応に
ついての検証や，今後に向けた提言を加筆
し，改めて公表しました。

9.30
木造応急仮設住宅の建設に関す
る協定締結
これまでの災害では，（一社）プレハブ建築
協会との協定に基づく大手プレハブメー
カーによる応急仮設住宅の建設を基本と
してきましたが，東日本大震災時の経験な
どを踏まえ，県内の木造住宅事業者による
円滑な木造応急仮設住宅の建設を可能と
し，応急仮設住宅の供給体制を多様化す
るために，木造応急仮設住宅の建設に関
する協定を宮城県木造応急仮設住宅建設
協議会及び仙台市との間で締結しました。

10.30
県営住宅ストックマネジメント
の推進
桜ヶ丘住宅（1～4号棟）外壁等改修工事に
着手しました。また，岩沼亀塚住宅で給水
管改修工事，梶の杜住宅で雑排水管改修
工事など順次着手し，完成しました。

R3.3.19
みやぎ復興住宅整備推進会議を
開催
住宅・まちづくりに関する情報を関係機関
で共有し，全国のモデルとなる復興住宅整
備を目指すことを目的に，平成24年度から
開催されている当会議を今年度はみやぎ
の住まいづくり懇話会を含め3回開催しま
した。

住宅課 令和2年度の記録
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4.1
「復興住宅整備室」新設

市町の災害公営住宅の建設支援を主に担
当する部署として新設され，東京都１名，
愛知県２名，岐阜県１名，福岡県２名，大分
県１名の計７名含め，全体で15名の組織
でスタートを切りました。

4.24
第7回「復興住宅市町村連絡調
整会議」
災害公営住宅の整備に係る県の支援体制
や会議の目的，宮城県復興住宅計画や災
害公営住宅制度等に関して各市町の担当
者に対し，過去の経緯を含め説明し，情報
の共有を図りました。	

4.26
福岡県知事来室：激励の訪問挨拶

5.21
買取制度担当者会議
整備手法の一つである民間からの買取制度
に対して，課題等の意見交換を行いました。

5.23
仙台市市営住宅見学会
福祉サイドとの連携により，公営住宅の仕
様やサイズの確認等を仙台市の協力のも
と実施。意見交換を行いガイドラインや設
計の仕様等に反映しました。

5.25
第1回「買取検討会ＷＧ」
山元町と「新山下駅周辺地区第２期」災害公
営住宅整備に係る業務執行の協定を締結
しました。

5.31
「みやぎふるさとBOOK2012」住
宅部門「宮城県復興住宅計画（概
要版）」掲載

6.8
第1回「みやぎ復興住宅整備推
進会議」
新たな時代を切り開く住宅・まちづくりを
進めるため，関係機関や住宅関連団体が
参加し，情報交換・共有を図るとともに，県

民や全国に向けて先進的で魅力ある宮城
の住宅・まちづくりに関する情報発信を行
いました。
・宮城県復興住宅計画について
・宮城県の復興まちづくりについて
・みやぎ地域型復興住宅について など

6.14
第8回「復興住宅市町村連絡調
整会議」
市町と連携し整備指針案及び設計要領案
に関しての内容を検討しました。
・災害公営住宅の計画・供給手法に係る

検討業務のとりまとめについて
・宮城県災害公営住宅整備指針〈ガイドラ

イン〉（案）
・宮城県災害公営住宅設計要領（案）

6.20
第2回「買取検討会ＷＧ」
要領等に対する意見交換，大崎市の事例
紹介（計画概要等），事業フローの確認を
行いました。

6.29
第3回「買取検討会ＷＧ」
事業者選定基準と評価手法等に関して意
見交換や情報の共有を図りました。	

7.10
三県住宅復興連絡会議（開催地：
仙台市）
それぞれ抱える課題や震災の教訓を生か
した取組等について議論しました。

7.18
宮城県災害公営住宅整備指針

〈ガイドライン〉を策定
整備予定の市町と連携し，県内の災害公
営住宅の基本的な考え方や地域特性に配
慮した取組みを示しました。
宮城県災害公営住宅設計標準を策定
災害公営住宅の設計を行うにあたって必
要な事項を定めるとともに，基本的な性能
を示すことにより，業務の円滑かつ適正な
執行を図ることを目指し策定しました。

7.23
第4回「買取検討会ＷＧ」
募集関係要綱等の修正案，審査基準・要求

水準等について意見交換を行いました。ま
た全体事業フローや買取価格設定方法の
検討を行いました。
第9回復興住宅市町村連絡調整会議
公募型買取制度の検討状況や整備指針

〈ガイドライン〉及び設計標準の策定報告
を行いました。

7.27
第1回「復興住宅と福祉のまちづ
くり研修会」開催

8.28
宮城県・岩手県・整備局意見交換会
岩手県担当者と整備局担当者を交え，現
在の状況における情報交換や今後の課題
等について意見を交わしました。

8.30
第2回「みやぎ復興住宅整備推
進会議」
・県産材の積極的活用について
・様々な復興住宅の取組みについて
・復興住宅相談会の支援について など

9.11
第10回「復興住宅市町村連絡調
整会議」
公募型買取制度の検討結果の報告や市町
の特色ある取組についての事例紹介を行
いました。
・福祉施設等を併設した災害公営住宅の

整備（多賀城市）
・簡易プロポーザル方式による災害公営

住宅設計者の選定（七ヶ浜町）
・木造災害公営住宅整備についての取組

み（南三陸町）

9.28
七ヶ浜町と「菖蒲田浜林合地区」
災害公営住宅整備に係る業務執
行の協定を締結
東松島市と「矢本東保育所跡地」
災害公営住宅整備に係る業務執
行の協定を締結
岩沼市と「玉浦西地区」災害公営
住宅整備に係る業務執行の協定
を締結

平成24年度の記録

復興住宅整備室の記録



203

年
次
ご
と
の
復
旧
・
復
興
ト
ピ
ッ
ク
ス

復
旧
・
復
興
進
捗
状
況

土
木
部
各
所
属
の
活
動
記
録

復
旧
・
復
興
事
業
完
成
事
例

復
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
記
録

資
料
編

10.1
復興住宅整備室の増員
災害公営住宅建設の本格化に向け10月か
ら派遣職員が10名増員されました。
宮城県職員8名，派遣職員17名，計25名

（北海道1名，秋田県2名，東京都3名，富
山県1名，岐阜県2名、愛知県2名、福岡県
２名，熊本県２名，大分県1名）

10.15
村井知事と井口岩沼市長による
「玉浦西地区」災害公営住宅整
備に係る業務執行の協定調印式

10.17
石巻市と「黄金浜北地区」災害公
営住宅整備に係る業務執行の協
定を締結

10.23
第3回「みやぎ復興住宅整備推
進会議」
・再生可能エネルギーの取組について
・住宅における太陽光発電の導入について
・宮城県産材を使用した地球環境にやさ

しい復興住宅の提案
・地中熱利用による再生エネルギーの推

進について
・災害復興住宅融資の制度改善について 

など

11.7
第11回「復興住宅市町村連絡調
整会議」 
・他市町から被災者を受け入れる災害公

営住宅の整備について
・災害公営住宅の管理について
・災害公営住宅の整備の推進について
（国土交通省）

・災害公営住宅における木材活用について
（林野庁）

・県が発注する災害公営住宅における県
産材等の活用について など

11.16
三県住宅復興連絡会議（開催地：
盛岡市）
それぞれ抱える課題や持ち家の自力再建
等について議論しました。

11.20
山元町「新山下駅周辺地区第一期

（その２）」災害公営住宅の工事
に着手
・戸数：26戸・階数：平屋又は２階建て
・構造等：木造（在来工法），長屋

11.21
七ヶ浜町と「松ヶ浜地区・花渕浜地
区・吉田浜地区・代ヶ崎浜地区」災
害公営住宅整備に係る業務執行
の協定を締結

11.27
山元町「新山下駅周辺地区災害公
営住宅第一期工事」着工式

12.26
石巻市と「新蛇田地区・新沼地区・湊
筒場地区」災害公営住宅整備に係
る業務執行の協定を締結

12.27
山元町「新山下駅周辺地区第一期

（その１）」災害公営住宅の工事
に着手

（計画概要）
・戸数：24戸 　・階数：平屋又は２階建て
・構造等：木造（在来工法），長屋

H25.1.17
塩竃市「伊保石地区災害公営住
宅整備事業」着工式の開催

1.23
第12回「復興住宅市町村連絡調
整会議」
・復興交付金事業の精算に向けた資料等

の整備について
・災害公営住宅の整備に係る会計検査院

の調査について
・災害公営住宅の管理について
・福祉と連携を図った災害公営住宅の整

備の推進について など

1.29
第2回「復興住宅と福祉のまち
づくり研修会」開催

1.31
亘理町と「下茨田地区（仮称）・上浜
街道地区（仮称）」災害公営住宅整
備に係る業務執行の協定を締結

2.1
松島町と「磯崎華園地区・磯崎
美暎の丘地区」災害公営住宅整
備に係る業務執行の協定を締結

2.6
第4回「みやぎ復興住宅整備推
進会議」
・サービス付き高齢者向け住宅について
・住宅相談会等の実施状況について など

2.14
南三陸町災害公営住宅整備事業
着工式の開催
・戸数：84戸（入谷桜沢：51戸、歌津名足：

33戸）
・階数：２階建て又は３階建て
・構造等：木造又は鉄筋コンクリート造，

戸建て又は共同住宅

2.19
岩沼市「玉浦西地区災害公営住
宅整備」に関する公募型簡易プ
ロポーザル選定委員会を開催

2.20
三県住宅復興連絡会議（開催地：
福島市）
それぞれ抱える課題等について議論しま
した。
・住宅再建の促進策について
・自力再建への支援について
・国土交通省住宅局直轄調査について な

ど
3.9
東松島市「鳴瀬給食センター跡地地
区」災害公営住宅の工事に着手
戸数：21戸階数：５階建て
構造等：鉄筋コンクリート，共同住宅

3.20
亘理町「荒浜地区」災害公営住
宅の工事に着手
戸数：100戸 階数：５階建て
構造等：鉄筋コンクリート，共同住宅

復興住宅整備室の記録
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復興住宅整備室 平成25年度の記録

4.18
女川町陸上競技場跡地地区災害
公営住宅着工式

6.4
多賀城市桜木地区災害公営住宅
着工式

7.4　
山元町新山下駅周辺地区（第二
期）災害公営住宅着工

7.21
山元町新山下駅周辺地区（第一
期）災害公営住宅（32戸)完成

8.8　
石巻市黄金浜地区・吉野町地区
災害公営住宅着工

10.6
石巻市黄金浜北地区災害公営住
宅着工

10.15
亘理町下茨田・上浜街道地区災
害公営住宅着工

10.29
東松島市矢本東保育所跡地地区
災害公営住宅着工

11.7
気仙沼市南郷地区災害公営住宅
着工式

H26.1.17　
石巻市新蛇田（A-1街区）地区災
害公営住宅着工

2.1　
塩竈市伊保石地区（第1期）災害
公営住宅入居式

2.8　
石巻市新蛇田（B,C-1,C-2街区）
地区災害公営住宅着工

3.10　
山元町新山下駅周辺地区（第二
期）災害公営住宅（25戸）完成

3.24
東松島市鳴瀬給食センター跡地
地区災害公営住宅（21戸)完成

3.28　
女川町陸上競技場跡地地区災害
公営住宅入居式
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4.16
岩沼市災害公営住宅建設工事起
工式

7.23
名取市下増田地区災害公営住宅
建設工事

8.2
南三陸町名足・入谷地区災害公
営住宅竣工式

8.27
亘理町荒浜西木倉地区災害公営
住宅完成

9.3
多賀城市新田鶴ヶ谷地区災害公
営住宅起工式

10.17
多賀城市営桜木住宅入居式

11.14
東矢本駅北地区災害公営住宅第
Ⅰ期入居式

12.19
東松島市矢本東保育所跡地地区
災害公営住宅完成

H27.1.29
石巻市新蛇田A-1街区地区災害
公営住宅

1.31
気仙沼市南郷地区入居式

2.12
岩沼市玉浦西地区災害公営住宅
完成

2.20
石巻市黄金浜地区災害公営住宅
完成

2.27
松島町磯崎華園地区災害公営住
宅完成

復興住宅整備室 平成26年度の記録

復興住宅整備室の記録
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6.17
南三陸町志津川西地区災害公営
住宅新築工事着工　
南三陸町志津川西地区では，RC造74戸，
木造8戸の整備が予定されています。その
うち，74戸について着工しました。

7.15,7.31
石巻市新蛇田地区災害公営住宅

（Ｂ・Ｃ街区）新築工事完成引き渡し　
石巻市新蛇田地区（B・C街区）で整備を進
めていた災害公営住宅が完成し，引き渡し
が行われました。

8.20
石巻市黄金浜北地区災害公営住
宅新築工事完成引き渡し　
石巻市黄金浜北地区で整備を進めていた災害
公営住宅が完成し，引き渡しが行われました。

9月
南三陸町志津川西地区災害公営
住宅新築工事着工　

9.5
塩竈市北浜地区（第１期）災害公
営住宅新築工事着工　
塩竈市北浜地区では，RC造60戸の整備が
予定されています。そのうち，第1期工事31
戸について着工しました。

9.17,10.9
七ヶ浜町菖蒲田浜地区災害公営
住宅新築工事完成引き渡し
七ヶ浜町菖蒲田浜地区で整備を進めてい
た災害公営住宅が完成し，引き渡しが行わ
れました。10月17日には入居者への鍵引
渡式が行われました。

12.1
七ヶ浜町花渕浜地区災害公営住
宅新築工事完成引き渡し　
七ヶ浜町花渕浜地区で整備を進めていた
災害公営住宅が完成し，引き渡しが行われ
ました。

12.9
七ヶ浜町代ヶ崎浜地区災害公営
住宅新築工事完成引き渡し　
七ヶ浜町代ヶ崎浜地区で整備を進めてい
た災害公営住宅が完成し，引き渡しが行わ
れました。この地区をもって七ヶ浜町の災
害公営住宅は全戸完成しました。

H28.1.27
南三陸町伊里前地区災害公営住
宅新築工事完成引き渡し　
南三陸町町伊里前地区で整備を進めてい
た災害公営住宅が完成し，引き渡しが行わ
れました。

2.24
南三陸町戸倉地区災害公営住宅
新築工事完成引き渡し　
南三陸町町伊里前地区で整備を進めてい
た災害公営住宅が完成し，引き渡しが行わ
れました。

2.24
石巻市新蛇田南地区災害公営住宅

（Ａ・Ｂ街区）新築工事完成引き渡し　
石巻市新蛇田南地区（A・B街区）で整備を
進めていた災害公営住宅が完成し，引き渡
しが行われました。

3.11
石巻市筒場地区災害公営住宅
新築工事完成引き渡し　
石巻市筒場地区で整備を進めていた災害公
営住宅が完成し，引き渡しが行われました。
石巻市新沼地区災害公営住宅
新築工事完成引き渡し　
石巻市新沼地区で整備を進めていた災害公
営住宅が完成し，引き渡しが行われました。

3.17,23
石巻市新蛇田地区災害公営住宅

（Ａ-2・Ｄ街区）新築工事完成引き渡し
石巻市新蛇田地区（A-2・D街区）で整備を
進めていた災害公営住宅が完成し，引き渡
しが行われました。

3.30
石巻市新蛇田南地区災害公営住宅

（Ａ・Ｂ街区）新築工事完成引き渡し

復興住宅整備室 平成27年度の記録
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4.1
災害公営住宅整備の記録誌（中間
報告）作成
震災から５年間の集中復興期間が終了す
る節目を迎えたことを踏まえ，これまでの
取組を中間報告としてまとめました。

5.14
名取市閖上地区災害公営住宅集
合第１期 起工式
名取市閖上地区では，戸建て住宅の他に，
集合型の住宅を3期に分けて267戸を整備
する計画です。そのうち，第１期として140
戸について着工しました。

6.30
仙台市災害公営住宅 全戸完成
仙台市内で整備を進めていた災害公営住
宅が全戸（3,179戸）完成しました。

7.29
登米市災害公営住宅 全戸完成　　
登米市内で整備を進めていた災害公営住
宅が全戸（84戸）完成しました。

9.30
南三陸町志津川西地区災害公
営住宅新築工事その１（県受託）　
完成引き渡し

南三陸町志津川西地区で整備を進めてい
た災害公営住宅74戸のうち，第1期52戸
が完成し，引き渡しが行われました。
災害公営住宅整備の記録誌（中間
報告）HP公表　　
中間報告としてまとめた記録誌をホーム
ページで公表しました。

12.14
南三陸町志津川西地区災害公営
住宅新築工事その２（県受託）完
成引き渡し
南三陸町志津川西地区で整備を進めてい
た災害公営住宅の第2期22戸が完成し，引
き渡しが行われました。

多賀城市災害公営住宅完成式典
多賀城市内で整備を進めていた災害公営
住宅が全戸（532戸）完成し，被災者生活
再建の基盤が整ったことから，式典が行わ
れました。

H29.3.17
塩竈市北浜地区第１期災害公営住
宅新築工事（県受託）完成引き渡し
塩竈市北浜地区で整備を進めていた災害
公営住宅31戸が完成し，引き渡しが行わ
れました。この完成により，塩竈市内の災
害公営住宅が全戸（390戸）完成しました。

3.17
南三陸町災害公営住宅全戸完成　　　　　　　　　　　　　　 
南三陸町内で整備を進めていた災害公営
住宅が全戸（738戸）完成しました。

3.23
山元町坂元道合地区災害公営住
宅新築工事（県受託）完成引き渡し
山元町坂元道合地区で整備を進めていた
災害公営住宅16戸が完成し，引き渡しが
行われました。

3.30
災害公営住宅整備の記録誌（中間
報告）改定HPを更新
平成28年度の取り組みを追記すると共に，
グラフを追加するなど，内容を充実させま
した。
山元町災害公営住宅 全戸完成　　
山元町内で整備を進めていた災害公営住
宅が全戸（490戸）完成しました。

復興住宅整備室 平成28年度の記録

復興住宅整備室の記録

平成29年度からは市町から受託
した災害公営住宅建設工事の進
展に伴い,復興住宅整備室を廃止
し,住宅課に業務を集約した。
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4.23
白石高災害復旧工事，女川高災害復旧工
事，水産高災害復旧工事，船岡支援学校災
害復旧工事，大河原商業高災害復旧工事
等を発注しました。

5.18
県民会館災害復旧工事 完了（設
備工事は６月８日完了）
工事場所　仙台市青葉区国分町三丁目

3-7
工事期間　平成23年10月13日～平成24

年６月８日
工事概要
○県民会館災害復旧工事一式（SRC造６

階建て 延べ面積12,470㎡）
建築工事…内外装改修，煙突改修，耐震
壁増設工事
電気工事…動力盤改修，舞台音響設備
改修，照明器具・避雷導線撤去・再取付
機械工事…スプリンクラー改修，冷却塔
改修，換気扇改修

▲客席ホール足場架設

▲耐力壁工事中

6.16
東京エレクトロンホール宮城（県民会館）
にて「復興祈念コンサート」が開催されま
した。

6.29
みやぎ産業交流センター（夢メッ
セみやぎ）展示棟・会議棟・エネル
ギー棟災害復旧工事 完了

工事場所　仙台市宮城野区港三丁目1-7
工事期間　平成23年12月22日～平成24

年６月29日
工事概要
○展示棟災害復旧工事一式（RC造一部

SRC造２階建て 延べ面積13,993.14㎡）
建築工事…外装改修（外壁クラック補
修，カーテンウォール，１階建具の撤去・
新設他），内装改修
電気工事…幹線ケーブル，分電盤，照明
器具，ITVカメラ等の撤去・新設
機械工事…空調機・衛生器具・ポンプ
類・屋内消火栓箱等の撤去・新設

○会議棟災害復旧工事一式（RC造一部Ｓ
造２階建て 延べ面積3,411.64㎡）
建築工事…内外装改修（外壁クラック補
修，カーテンウォール，建具，間仕切壁の
撤去・新設他）
電気工事…防災総合盤，電灯動力盤，弱
電機器等の撤去・新設
機械工事…配管，ダクト，衛生器具，厨
房機器，自動制御設備被災機器等の撤
去・新設

○エネルギー棟災害復旧工事一式（RC造
一部Ｓ造平屋建て 延べ面積1,447.40
㎡）
建築工事…内外装改修（外壁クラック補
修，建具の撤去・新設他）
電気工事…幹線ケーブル，分電盤，照明
器具等の撤去・新設、電気室受変電設備
の撤去・新設
機械工事…冷凍機，受水槽，配管等の撤
去・新設、オイルタンク撤去・新設

▲工事着工前

▲完成

7.13
宮城スタジアム屋根応急改修・
災害復旧工事 完了
工事場所　宮城郡利府町菅谷字舘40-1
工事期間　平成23年７月13日～平成24

年７月13日
工事概要
○屋根応急改修工事一式（SRC造一部RC・

S造 ６階建て 延べ面積57,564.60㎡）
メインスタンド屋根に支保工設置，屋根
の鉄骨トラスＴ型梁の補修（26か所）

○宮城スタジアム災害復旧工事一式
建築工事…内壁及び外壁クラック・欠損
部改修等
設備工事…電灯設備，受変電設備，通
信・情報設備等の撤去・新設，機械工事
一式

▲仮設柱の施工状況

▲宮城スタジアムの復旧状況

7.20→29
みやぎ産業交流センター（夢メッセみや
ぎ）再開後の初イベントとして「とうほく自
動車フェスタ」が開催されました。

8.19
FIFA U-20女子ワールドカップジャパン
2012が宮城スタジアムで開催されました。

（日本はメキシコに４－１で勝利を収めま
した。）

平成24年度の記録

営繕課・設備課の記録
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8.30
宮城スタジアム及びみやぎ産業交流セン
ター（夢メッセみやぎ）にて、古川工業高等
学校建築科の生徒（１～３年生120名）を
対象として災害復旧工事現場の見学会を
実施しました。

9.18
気仙沼地域仮設１号職員寮新築
工事 完了
工事場所　気仙沼市東新城三丁目９
工事期間　平成24年６月１日～平成24年

９月18日
工事概要　仮設職員寮新築工事一式

鉄骨造２階建て52戸 
延べ面積　1,235.52㎡ 外構工事一式，電

気・機械設備工事一式

▲気仙沼職員寮（南東面）

石巻地域仮設職員寮新築工事 完
了
工事場所　石巻市清水町二丁目37-2ほか
工事期間　平成24年6月1日～平成24年9

月18日
工事概要　仮設職員寮新築工事一式

鉄骨造2階建て Ａ棟28戸 Ｂ棟
12戸 計40戸

延べ面積　Ａ棟574.56㎡ Ｂ棟246.24㎡，
外構工事一式，電気・機械設備
工事一式

10.31
塩釜警察署災害復旧工事 完了
工事場所　塩竈市北浜四丁目6-4
工事期間　平成24年３月27日～平成24

年10月31日
工事概要
○庁舎改修工事一式（RC造　地上４階・

地下１階建て　延べ面積3,717.25㎡）
建築工事：内装・建具改修，外壁・内部・
ピット内清掃
設備工事：電灯コンセント設備，通信・情
報設備，衛生設備，空調設備などの改修

○倉庫棟新築一式（S造 2階建て 延べ面積
161.74㎡）

○機械室棟新築一式（S造 2階建て 延べ面

積183.82㎡）
庁舎の地下１階に設置されていた『受変電
設備』『非常用発電設備』『空調熱源設備』
などの主要設備が津波によりすべて浸水。
このため自転車置場（本工事で解体）跡地
に新築した機械室棟の２階に主要電気設
備を設置したり，空調方式や給水方式を変
更したりして，今後の災害発生時にも庁舎
機能を維持できるように配慮しました。

▲機械室棟（新築）

▲機械室棟２階に搬入する受変電設備

▲機械室棟２階に搬入する非常用発電機

11.19
名取高校舎改築設計業務委託 発
注（履行期間 平成26年９月30日まで）
業務場所　岩沼市字朝日50ほか
業務概要
１ 新築設計一式
・校舎棟　RC造又はS造 3階建て 延べ面

積7,964㎡
・付属棟（渡り廊下，自転車置場等）
２ 校舎等解体設計・外構設計一式
気仙沼警察署庁舎新築設計業務
委託 発注（履行期間 平成26年３
月14日まで）
業務場所　気仙沼市赤岩杉ノ沢47-6ほか
業務概要　新築設計・外構設計一式
・庁舎棟　RC 4階建て 延べ面積4,446㎡

・付属棟（車庫・倉庫等）Ｓ造 1～2階建て 
延べ面積 計854㎡

H25.2.28
気仙沼向洋高仮設実習棟新築工
事完了
工事場所　気仙沼市九条312-3（気仙沼

高第二グラウンド内）
工事期間　平成24年8月29日～平成25年

２月28日
工事概要　総合実習棟 S造 ２階建て 延面

積1,376.32㎡
機械実習棟　S造 平屋建て 
                       延面積 719.38㎡
製造実習棟　S造 平屋建て
                       延面積 469.61㎡
集会所体育館　S造 平屋建て
                           延面積 249.48㎡

▲仮設実習棟全景

▲製造実習棟／包装室

▲総合実習棟・機械実習棟・体育館

▲製造実習棟／処理室

営繕課・設備課の記録
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営繕課 平成25年度の記録

4.12
気仙沼地区南郷仮設職員寮 竣工
気仙沼市内の南郷地区及び九条地区に３
棟の仮設職員寮を建築し，自治法派遣職
員が入居しました。
・南郷地区　　　80戸
・九条地区　　　12戸

7.5
仙台港区県営中野1号上屋 竣工
仙台港区の港湾施設である中野１号上屋
は，震災で甚大な被害を受けましたが，近
隣に移転新築され，供用を開始しました。

7.19
農業高仮設実習棟 竣工
旧校舎は名取市の沿岸部にあり壊滅的な
被害を受けましたが，内陸部の宮城県農業
大学校敷地内に仮設実習棟が完成し，供
用を開始しました。

7.31
県運転免許センター 災害復旧完
了
震災で被害を受けた庁舎棟,発着所棟,車
庫棟の復旧が完了しました。

9.27
塩釜港区県営西ふ頭1号上屋竣工
塩釜港区県営中ふ頭2号上屋竣工

塩釜港区の西ふ頭１号上屋と中ふ頭２号
上屋が震災により甚大な被害を受けたた
め，解体，新築しました。

9.27
慶長使節船ミュージアム 竣工
被災したドック棟の大規模な復旧工事を
終え，約２年８ヶ月ぶりに再館しました。

9.30
農業高仮設農場管理棟　竣工
7月に完成した仮設実習棟につづき，仮設
農場管理棟が完成し，供用を開始しまし
た。

12.6
多賀城地区緩衝緑地 災害復旧完
了
中央ブロックの管理棟や東ブロックの便
益施設などの復旧が完了しました。

H26.1.20
県庁舎・議会庁舎災害復旧完了
県庁舎と議会庁舎は，地震により外壁タイ
ルが落下する危険があったため，改修工事
を行いました。

2.28
石巻港区県営大手上屋 竣工
石巻港の主要港湾施設である県営大手１
号～３号上屋は，震災で甚大な被害を受け
ましたが，解体し３棟を１棟に変更した形
で新築され，工事が完了しました。

3.14
塩釜港区県営中ふ頭1号上屋竣工
塩釜港区の港湾施設である中ふ頭１号上
屋は，震災で甚大な被害を受けましたが，
解体・新築され，供用を開始しました。

岩沼海浜緑地 災害復旧完了
南ブロック管理棟や便益施設，北ブロック
の野球場などの復旧工事が完了しました。
復旧工事は，次年度以降も行われ，平成28
年度に再開園の予定です。　
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4.25
仙台港国際ビジネスサポートセ
ンター災害復旧工事完了
港を賑やかにするための活動をビジネス・
文化の両面から支援することを目的とした
施設です。津波による災害復旧工事が完了
し，供用を開始しました。

5.９,13,14
（一社）宮城県建設業協会気仙沼・
登米・大崎・石巻支部との意見交
換会を実施
県が発注する建築工事の円滑な施工を確
保するため，意見交換会を実施しました。
意見交換会での意見等を踏まえ，見積単
価の適切な採用，応札しやすい発注見通し
の独自公表等７つの取組みをホームペー
ジで公表し，推進しています。

5.16
船岡支援学校プール棟 竣工
震災の影響により，完成時期が先延ばしと
なっていた支援学校のプール棟改築工事
が完成しました。急な気温の変化等にも対
応できるよう上屋付きで整備されていま
す。

5.28
貞山高校 大規模改造工事完了
校舎棟の経年劣化による大規模改造工事

（防水・外壁・内装・建具の改修）を実施し
ました。グラウンドに仮設校舎を設置して
の工事でした。

6.13
小松島支援学校 外構工事完了
平成26年4月から新設開校の小松島支援
学校です。校舎棟は3月に竣工しておりまし

たが，残工事となっておりました外構工事
が完成しました。

8.22

志津川自然の家 災害復旧工事
完了
津波による災害復旧工事が完了し，供用を
開始しました。写真は建て替えにより復旧
した艇庫です。カッター漕艇を収容してい
ます。

9.3
県民の森中央記念館 木質化等改
修工事完了
内装のみならず，外装も木質化を行いまし
た。外装仕上げに木質材料を使用すること
により，自然にマッチした外観となりまし
た。震災により長期休館しておりましたが,
供用を開始しました。

10.3
石巻港区大手ふ頭資材倉庫 竣工
津波により被災した資材倉庫が竣工し，供
用を開始しました。
船舶事故時等で必要となるオイルフェンス
等を保管する倉庫です。

11.28
鹿島台商業高屋内運動場大規模
改造工事完了
屋内運動場棟の経年劣化による大規模改
造工事（屋根・外壁・内装・建具の改修）を
実施しました。

12.17
サンクチュアリセンター 外壁ほ
か改修工事完了
渡り鳥のための国際的に重要な湿地とし

て，ラムサール条約の登録湿地となった伊
豆沼に面し，自然観察や教育的機能などを
備えた施設です。特徴ある外観を崩さない
よう配慮しながら，工事を進めました。

12.22
青少年の森 森林学習館 改修工
事完了
老朽化等による改修工事（屋根・外壁・内
装・建具の改修）を実施しました。震災によ
り長期休館しておりましたが，供用を開始
しました。写真は，展示第1号館です。

H27.2.20
環境放射線監視センター 竣工
震災で被害のあった原子力センターを女
川町から仙台市に移転新築し，復旧しま
した。 H27.4.1から環境放射線監視セン
ターに名称変更します。女川原子力発電所
周辺と県内各地の放射線及び環境試料の
放射能測定を行う施設です。

2.23
保健環境センター 竣工
震災で被害のあった保健環境センターを
現地建て替えにより復旧しました。食中毒
等の原因となる病原体の特定や，水質検査
等，種々の調査・研究を行う施設です。

3.9
山元支援学校 校舎棟 竣工
老朽化による山元支援学校の校舎建て替
えを実施しました。小・中・高一貫教育の
知的障害のある児童生徒が学ぶ障害併置
の支援学校です。狭い敷地内での工事の
ため，生徒の安全に配慮しながら進めまし
た。

営繕課 平成26年度の記録

営繕課の記録
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7.17　
拓桃医療療育センター・拓桃支
援学校新築工事 完成
老朽化した拓桃医療療育センターの改築
に伴い，同センター及び教育機関としての
拓桃支援学校とを併せて，宮城県立こども
病院の敷地内に整備する工事が7月17日
に完成しました。

9.18
登米総合産業弓道場ほか1件新
築工事 着工

10.6
名取高校舎改築工事（その１）（そ
の２）着工
昭和38年から41年に建築された本校舎
は，老朽化が著しいことから，今般，建て替
えを行う名取高校舎改築工事(その１)(そ
の2)の請負契約が平成27年10月5日に9
月議会で議決されました。

10.22
登米総合5月,6月 各工事 完成予
定
産業の高度化,多様化に伴い複数の専門分
野の知識や技術を合わせ持つ人材の育成
を目的に上沼高･米山高･米谷工高の3校
と登米高商業科の1学科を再編し，農業・
機械・電気・情報技術・商業・福祉の6学科
の職業系専門学科を統合した県内初の総
合産業高校の建設事業です。

10.26
水産技術総合センター種苗生産
施設新築工事 完成
大震災で被災した種苗生産施設を石巻市
谷川浜から七ヶ浜町松ヶ浜漁港背後地へ
移転再整備する工事が平成27年10月26
日に完成しました。

12.18
旧南三陸町防災対策庁舎応急修
理調査設計業務 着手（技術協力）
震災遺構として永久保存すべきかどうかの
可否を，所有権を県に移転した上で今後
約15年の時間を掛けて検討するために，
旧南三陸町防災対策庁舎応急修理調査設
計業務(地域復興支援課発注,営繕課技術
協力）が12月18日に委託契約され，調査業
務が開始しました。

12月
松島自然の改築工事（第1期）着
工
大震災で被災した松島自然の家の施設を
東松島市宮戸地区へ移転し整備する事業
のうち，フィールド施設等の第１期工事が
平成27年12月に着工しました。

H28.2.8　
東部地区支援学校高等学園校舎
改築工事 完成
軽度知的障害生徒の後期中等教育施設と
して，旧女川高校解体跡地で進められてき
た東部地区支援学校 高等学園新築工事
が2月8日に完成しました。

2.18
石巻合同庁舎新築工事 ＆気仙沼
合同庁舎新築工事 着工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
震災による津波で被災した石巻合同庁舎
及び気仙沼合同庁舎の移転･新築事業の
各工事の契約が2月17日に2月議会で議決
されました。

3.4
気仙沼警察署庁舎新築工事 完成
気仙沼市赤岩杉の沢地内（旧鼎が浦高校
跡地）に建設が進められてきた気仙沼警察
署庁舎新庁舎が同地内に建設予定の合同
庁舎に先行する形で３月４日に完成しまし
た。

3.22
農業高改築工事（その１）（その２）

（その3） 事業スタート
3月22日農業高改築工事（その1） （その2） 

（その3）の仮契約が成立し，事業がスター
トしました。

営繕課 平成27年度の記録



213

年
次
ご
と
の
復
旧
・
復
興
ト
ピ
ッ
ク
ス

復
旧
・
復
興
進
捗
状
況

土
木
部
各
所
属
の
活
動
記
録

復
旧
・
復
興
事
業
完
成
事
例

復
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
記
録

資
料
編

5.27
石巻高ヨット艇庫災害復旧工事
完成
東日本大震災による津波で被災した石巻
高ヨット艇庫を修繕する災害復旧工事が
５月27日に完成しました。

6.17〜
農業高改築工事 着工　　　　
震災で被災した県農業高校の建替工事
が，名取市高舘吉田字吉合地区で始まりま
した。

9.16〜
気仙沼向洋高改築工事 着工　　　　
震災で被災した気仙沼向洋高校の建替工
事が，市内長磯牧通地区で始まりました。

9.16
防災ヘリコプター管理事務所新
築工事 着工
東日本大震災で被災した旧ヘリポート施
設を，仙台空港に隣接する岩沼市下野郷
中坪地区へ移転復旧します。

（イメージパース左側が県，右側が仙台市
の管理事務所です）

10.17
水産高校舎等改築工事 着工
老朽化した水産高等学校の校舎や格技場
等を改築します。9月議会の承認を経て着
工し，平成30年1月の完成を目指して現在
工事が本格化しています。

11.21→25
公共建築月間巡回建築パネル展 
開催　　　　　　
東北ブロック営繕主管課長会議の主催

（事務局：東北地方整備局）で，各機関が
取組事例等を紹介するパネルを作成して
持ち寄り，公共建築月間の期間中に各機関
の庁舎展示ホール等を会場として，パネル
展示が実施されました。県庁でも11/21～
25の4日間（11/23は祝日で休止），県庁２
階ロビーを会場としてパネル展示を実施し
しました。

H29.2.14
松島自然の家（フィールド部分）完
成　　　　　　　　
震災で被災した松島自然の家の建替工事
のうち，フィールド部分が完成しました。

（写真は管理棟）

2.24
南三陸町旧防災対策庁舎保存工
事 完成　　　　　　
南三陸町旧防災対策庁舎の保存工事が完
成しました。

営繕課 平成28年度の記録

営繕課の記録
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9.13
気仙沼合同庁舎新築工事 庁舎棟
完成　　　　　　
東日本大震災で甚大な被害を受け，旧鼎
が浦高跡地に移転新築を進めていた気仙
沼合同庁舎の庁舎棟が9月13日に完成し
ました。

10.30→11.2
公共建築月間 巡回建築パネル展 
開催　　　　　　
東北ブロック営繕主管課長会議の主催

（事務局：東北地方整備局）で，各機関が
取組事例等を紹介するパネルを作成して
持ち寄り，公共建築月間の期間中に各機関
の庁舎展示ホール等を会場として，パネル
展示が実施されました。県庁でも10/30～
11/2の４日間，県庁２階ロビーを会場とし
てパネル展示を実施しました。

H30.1.15
石巻合同庁舎新築工事 完成　　　　　　
石巻合同庁舎の新築工事が1月15日に完
成しました。旧庁舎は東日本大震災で甚大
な被害を受けたため，約４㎞内陸の蛇田地
区に移転新築したものです。

2.9
防災ヘリコプター管理事務所新
築工事 完成
防災ヘリコプター管理事務所新築工事が
2月9日に完成しました。旧ヘリポート施設
は東日本大震災で被災したため，仙台空港
に隣接する岩沼市下野郷中坪地区へ移転
復旧したものです。

2.28
気仙沼向洋高改築工事（建築工
事）完成　　　　　　
震災で被災した気仙沼向洋高校の移転・
建替工事のうち，建築部分が完成しました。

（気仙沼市長磯牧通地区）

3.26
農業高改築工事 完成　　　　　　　　
震災で被災した県農業高の移転・建替え
工事が完成しました。（名取市高舘吉田字
吉合地区）

営繕課 平成29年度の記録
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6.20　
（仮称）女川オフサイトセンター新
築工事 着工
東日本大震災で全壊した旧オフサイトセン
ターに替わり，高台に移転し，新築工事が
始まりました。本施設は，原子力災害時に
対策をとる拠点施設であり，免震構造の建
物です。

外観イメージパース（案）

7.19　
気仙沼向洋高改築工事（外構工
事）完成　　　　　　
震災で被災した気仙沼向洋高校の移転・
建替え工事の最後となる，舗装及びグラウ
ンドの工事が完成しました。（気仙沼市長
磯牧通地区）

8.31
気仙沼合同庁舎新築工事 全棟完
成　　　　　　
東日本大震災で甚大な被害を受け，旧鼎
が浦高跡地に移転新築を進めていた気仙
沼合同庁舎の附属棟が完成し，9月から本
格供用しました。

R1.2.26
結核医療提供施設増築工事完成　　　　　　
県立循環器・呼吸器病センターの医療機
能移管・統合に伴い，栗原中央病院敷地内
に，結核医療提供施設を増築する工事が
完了しました。

2.28
矢本海浜緑地管理棟新築工事　
完成　　　　　　
東日本大震災で甚大な被害を受け，新たに
大曲浜地区矢本海浜緑地内に，管理棟，炊
事場及びトイレ3箇所の新築工事が完成し
ました。

2.28
高砂コンテナターミナル管理棟
新築工事 完成　　　　　　
高砂コンテナターミナル管理棟新築工事
が完成しました。

営繕課 平成30年度の記録

営繕課の記録
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6.19
松島自然の家改築工事（第二期）
着工
東日本大震災で全壊した松島自然の家を
東松島市宮戸地区へ移転する工事が，第
一期の野外フィールドに続き始まりまし
た。

10.5
石巻好文館高校舎改築工事着工
老朽化が著しく，東日本大震災で被災した
校舎を改築する工事が始まりました。

11.13
南三陸警察署待機宿舎等新築工
事 着工
東日本大震災で全壊した待機宿舎を南三
陸町志津川東地区へ移転する工事が始ま
りました。

外観イメージパース（案）

11.14
石巻警察署南光町待機宿舎新築
工事着工
東日本大震災により被災した宿舎を移転・
再建する工事が始まりました。

　

外観イメージパース（案）

11.15
（仮称）女川オフサイトセンター新
築工事 完成
東日本大震災により全壊した旧オフサイト
センターに替わり高台に移転し，建替工事
が完了しました。

11.28
石巻警察署新蛇田南待機宿舎新
築工事着工
東日本大震災により被災した宿舎を移転・
再建する工事が始まりました。

南三陸警察署庁舎等新築工事　
着工
東日本大震災で全壊した庁舎を南三陸町
志津川中央地区へ移転する工事が始まり
ました。

　

外観イメージパース（案）

R2.2.15
塩釜港区貞山2号県営上屋新築
工事 着工
東日本大震災により被災した塩釜港区貞
山2号県営上屋を移転・再建する工事が始
まりました。

3.5
高砂コンテナターミナルトラッ
クゲート新築工事完成
東日本大震災により被災した高砂コンテ
ナターミナルの拡張事業によるトラック
ゲート建替工事が完了しました。

営繕課 令和元年度の記録

営繕課の記録
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9.1
船形コロニーＡ棟・Ｂ棟改築工事

（その1～その3）完成
船形コロニー居住棟を木のぬくもりが感じ
られる木造で改築しています。第1期工事
が完成し，「船形の郷」に施設名称を改め，
入居を開始しました。

11.13
南三陸警察署待機宿舎等新築工
事 完成
東日本大震災で全壊した待機宿舎を南三
陸町志津川東地区へ移転する工事が令和
2年11月に完了しました。
令和3年4月から供用開始予定です。

12.17
南部地区職業教育拠点校新築工
事 着工
大河原商業高と柴田農林高を再編し，新
たな職業教育拠点校を整備する工事が始
まりました。

完成予想パース

R3.1.29
石巻警察署南光町待機宿舎新築
工事 完成
東日本大震災により被災した宿舎を移転・再
建する工事が令和3年1月に完了しました。

1.31
松島自然の家改築工事（第二期）
完成
東日本大震災で全壊した松島自然の家を
東松島市宮戸地区へ移転する工事が完成
しました。令和3年4月から供用開始しま
す。

2.15
角五郎単身用待機宿舎新築工事　
着工
老朽化が著しい角五郎幹部宿舎及びよど
み寮を廃止・解体，統合し新たに宿舎を建
設する工事が始まりました。

2.25
石巻警察署新蛇田南待機宿舎新
築工事 完成
東日本大震災により被災した宿舎を移転・
再建する工事が令和3年2月に完了しまし
た。

3.5
南三陸警察署庁舎等新築工事　
完成
東日本大震災で全壊した庁舎を南三陸町
志津川中央地区へ移転する工事が完成
し，22日から供用開始しました。

3.22
船形の郷C棟・活動棟改築工事　
着工
第2期工事として居住棟C棟に着手しまし
た。併せて，入所者等の日中活動の場とし
て，活動棟の整備も行います。

完成予想パース

営繕課 令和2年度の記録

営繕課の記録
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設備課 平成25年度の記録

4.12
気仙沼地区南郷仮設職員寮 竣工
気仙沼市内の南郷地区及び九条地区に３
棟の仮設職員寮を建築し，完成後すぐに自
治法派遣職員が入居しました。
・南郷地区　80戸
・九条地区　12戸

6.17
古川工業高 給水設備 本復旧完
了
天板パネルに亀裂が入ったFRP製の受水
槽は，震災直後に応急復旧を行っていまし
たが，SUS製の受水槽に更新することによ
り，本復旧が完了しました。

7.5
仙台港区中野1号県営上屋 竣工
仙台港区に新築した中野１号上屋は照明
にLEDを採用し，節電に努める設計となっ
ています。
S造　平家建　2,221㎡

7.19
農業高仮設実習棟 竣工
津波により被災し，平成23年9月から名取
市高舘の県農業・園芸総合研究所敷地内
の仮設校舎で授業を行っていますが，同敷
地内に仮設実習棟が完成しました。

7.31
県運転免許センター本復旧完了
建物が被災しながらも業務を継続してい
たため，多くの利用者が訪れる中での災害
復旧工事となりましたが，安全確保に努め
ながら，無事に完成しました。

8.30
仙台東高 昇降機 竣工
シャフト（昇降路）が傾くという被害を受け
危険な状態であったため，シャフトとエレ
ベーター本体を一時的に解体していまし
たが，本復旧（エレベーター新設）が完了し
ました。

9.3
部門別専門研修（下水道部門）
津波で壊滅的な被害を受けた流域下水道
施設を早期復旧するために行った具体的
な方策や新たな津波対策などについて，実
際の施設を訪れて体感してきました。

9.13
農業高仮設農場管理棟 竣工
名取市高舘地区の農場内に，園芸実験室，
農業土木実験室などの実験室や更衣室を
備えた管理棟が完成しました。
S造　2階建　1,251㎡　

9.27
慶長使節船ミュージアム 本復旧
完了
被災したドック棟の大規模な復旧工事を
終え，平成26年11月3日，約2年8ヶ月ぶり
に開館しました。
冬の風物詩として定着していた，復元船「サ
ン・ファン・バウティスタ号」のライトアップ
も復活です。

9.30
塩釜港区西ふ頭1号県営上屋　
竣工
中野１号上屋と同様に塩釜港区の西ふ頭
１号上屋についても，LED照明を採用しま
した。
S造　平家建　874㎡

11.13
設備講座（再生可能エネルギー）
名取市高舘地区の農場内に，園芸実験室，
農業土木実験室などの実験室や更衣室を
備えた管理棟が完成しました。
S造　2階建　1,251㎡　

12.6
仙台港多賀城地区緩衝緑地本復
旧完了
中央ブロックの管理棟や東ブロックの便
益施設などの復旧が完了しました。また，
近隣住民から早期復旧が求められていた
園内照明（外灯）も復旧しています。

12.13
仙台空港トンネル 本復旧完了
津波により被災したトンネル設備の復旧と
ともに，受変電設備等の更新が完了しまし
た。
・トンネル内照明　146灯
・トンネル外照明　  16灯
・ジェットファン　φ1000×2基

H26.1.16
門別専門研修（エネルギー部門）
再生可能エネルギーの導入等に向けた具
体的な事例として，企業局太陽光発電事業
施設を見学し，メガソーラーに関する知識
等を学びました。

2.20
設備講座（震災の教訓と復興への
取組み）
震災による設備被害状況とこれまでに
行ってきた復旧工事等から得られた教訓
や課題，さらに，災害に強い宮城モデル構
築に向けての新たな取組事例が紹介され
ました。

3.14
岩沼海浜緑地 復旧完了
南ブロックの管理棟や屋外便益施設，北ブ
ロックの野球場などの復旧が完了しまし
た。
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4.16
仙台港国際ビジネスサポートセ
ンター 本復旧完了
津波で被害を受けた1階部分を中心に災
害復旧工事を実施しました。照明器具には
LEDを採用し，節電に努める設計としてい
ます。

5.16
河北警察署非常用発電設備竣工
石巻市の河北警察署の非常用発電設備の
更新を行いました。災害時にも防災拠点と
して機能を果たせるように備えるため，発
電容量を30kVAから50kVAにし，燃料槽
を90Lから950Lに更新しました。

5.17
塩釜港区貞山１号県営上屋竣工
塩釜港に新築した貞山１号上屋は，照明器
具にLEDを採用したほか，屋外盤には防
塵処理及び結露対策を行いました。
S造一部RC造　4,696㎡

7.18
蔵王レストハウス3号発電機 
竣工
蔵王刈田岳山頂にある蔵王レストハウス
の電力を賄う3台の発電機のうち，夜間電
力を供給する3号発電機の改修を行いまし
た。

7.30
県民の森中央記念館太陽光発電
設備 竣工
築40年が経過し老朽化が目立っていた県
民の森中央記念館は，内外装の木質化とと
もに新たに太陽光発電設備を設置し，これ
まで以上に森林・林業や環境全般に関心
が持てる施設にリニューアルしました。

9.19
水産技術総合センター海水ろ過
設備竣工
震災により被災した水産技術総合セン
ター海水ろ過設備は一部のみの復旧でし
た。今回，海水ろ過装置及び受水槽の復旧
を行いました。

11.12
部門別専門研修（エネルギー部
門）
小水力発電施設を有する南川ダム管理事
務所及び馬越石小水力発電所を見学し，
施設の設置状況，運用状況を把握し，施設
の導入効果等を学びました。

12.12
オフサイトセンター電気工事　
竣工
オフサイトセンターは旧消防学校の建物を
利用する形で移転し，自家発電設備・無停
電電源装置の設置，コンセントの増設を行
い，12月に完成しました。竣工後の1月に
は原子力防災訓練が行われました。

H27.1.22
設備講座（再生可能エネルギー
の導入効果）
再生可能エネルギー施設の計画，コスト，
実績等を比較検証し，その効果や課題等に
ついて研修を実施しました。

2.13
美術館本館照明設備 竣工
みやぎ環境税を活用し，美術館展示室の
照明をLED照明に改修しました。来館者へ
のLED照明の普及啓発用の看板も設置し
ています。

2.27
保健環境センター 竣工
太陽光発電設備，電気使用量の見える化
や個別空調設備，雨水利用など省エネル
ギー設備を多数導入して仙台市宮城野区
幸町に新たに保健環境センター本庁舎を
改築しました。 
RC造　4階　延面積4,900㎡

3.10
宮城県民会館電気機械設備竣工
宮城県民会館内の電気設備，消火栓とス
プリンクラーへ消火用水を供給するポンプ
が老朽化していたため，更新しました。

設備課 平成26年度の記録
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7.9
産業技術総合センター排ガス処
理システム改修竣工
産業技術総合センターにて，実験などで有
害な気体が発生するときや，揮発性の有害
物質を取り扱うとき等に安全のために用い
る局所排気装置のドラフトチャンバーの更
新を行いました。

7.24
こども病院拓桃館（拓桃医療療育
センター）竣工
老朽化した「拓桃医療療育センター」を，
こども病院と一体的に機能連携させるよう

「こども病院拓桃館」として移転整備しま
した。拓桃館及び既存こども病院の発電機
が相互バックアップ可能などの特徴があり
ます。

7.30
設備部門別専門研修（拓桃館視
察）
こども病院・拓桃館が完成したことにより，
土木部職員研修で施設の視察を行いまし
た。免震構造なので，免震ピット内での設
備施工状況や病院運用開始前にしかみら
れない特殊な設備等を見学しました。

7.31
水産技術総合センター公開実験
棟竣工
　「水産加工公開実験棟」は、東日本大震
災により全壊したものの，本県水産業の復
興に向け，関連企業とともに商品開発や販
路開拓を推進していくための拠点として，
再建しました。下水区域外の地区であった
ため浄化槽を設置しています。

9.11
気仙沼保健福祉事務所太陽光　
竣工
グリーンニューディール基金を用いて太陽
光発電設備を導入しました。これにより停
電時において防災用分電盤から緊急対策
や県民情報発信のための電力供給が可能
となりました。

10.26
水産技術総合センター種苗生産
施設 竣工
震災で被災した水産技術総合センター種
苗生産施設は，七ヶ浜町に場所を移して新
築しました。アワビ等の種苗育成のための
水槽は大小様々なものを設置し，水温調整
のための温水・冷却器や，空気を送るため
のブロワーを設置する等，育成状況に対応
した水環境を整える設備となっています。

10.30
蔵王レストハウスサイレン 竣工
蔵王山の火山活動の活発化に伴い，噴火
警戒区域に隣接している蔵王レストハウス
周辺の観光客に避難を促すための，サイレ
ン・スピーカを設置しました。サイレンは約
2km，スピーカは約500m先まで音が届き
ます。

11.30
 気仙沼水産試験場 竣工

「気仙沼水産試験場」は，東日本大震災に
より全壊したものの，本県水産業の復興に
向け，養殖技術の指導・支援や漁場環境調
査の拠点として，再建しました。

H28.1.27
設備講座（設備の維持管理）
アセットマネジメントの導入，長寿命化計
画策定及び設備更新の事例等について，
講義や現場見学により土木部職員研修を
実施しました。

2.26
東部地区支援学校 竣工
女川高校跡地に新設された軽度知的障害
生徒の後期中等教育施設です。卒業後の
職業自立を行える場として整備されまし
た。

3.4
気仙沼警察署 竣工
震災で被災した気仙沼警察署は，震災以
降は仮設庁舎で運営を行ってきました。新
気仙沼警察署は従来設備と比較検討し，
給湯設備にはエコキュート，照明は全室に
LEDを採用する等，環境及びコストに配慮
した設備となっています。

3.11
図書館照明改修 竣工
みやぎ環境税を活用し図書館の照明を
LED化しました。これにより消費電力の抑
制及び二酸化炭素の削減を図っています。
トイレには人感センサー，窓側照明には照
度センサーを設置しました。

設備課 平成27年度の記録
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4.15
加美警察署非常用発電設備竣工

「非常用発電設備」を災害発生時におい
て,3日以上連続運転可能にしました。

7.31
気仙沼水産試験場海水ろ過設備　
竣工
東日本大震災により全壊した気仙沼水産
試験場の再開に向け，全庁舎が再建される
ことに合わせて，種苗生産棟に清浄な海水
を送り続けるため，自動逆洗機能付きの海
水ろ過設備を設置しました。

9.28
設備講座（工事に求められる現場
管理）
設備工事について数多くの案件を検査し
てきた立場から，工事における設計や監督
の留意点について紹介してもらうことで，
設備職員の技術力と業務遂行能力の向上
をめざすため，研修を実施しました。

11.11
石巻警察署水上警備派出所竣工

東日本大震災により津波被害を受けた石
巻警察署水上警備派出所及び漁業取締船
待機所を新築しました。同施設は，船舶を
用いて海上をパトロールするため，船舶充
電用動力盤を設置しています。

12.6
設備部門別専門研修（設備一般・
下水道部門）
最新の制御システムのセキュリティや下水
道設備の震災からの復旧状況を学ぶこと
により，業務遂行に必要な専門知識を習得

し，設備職員としての技術力向上を図るこ
とを目的として現場研修を実施しました。

H29.1.10
（国）347号気象観測装置 竣工

東日本大震災後，本路線の重要性が再認
識され，冬期間でも災害時・緊急時に利用
可能な輸送路として，通年通行を可能とす
るため，道路状況を把握する気象観測装
置及び非常電話を設置しました。

1.23
松島自然の家 竣工
昭和45年野蒜地区に開所した施設が，震
災により被害を受けたことから，宮戸地区
に移転改築したもの。今回は本館に先立
ち，野外活動フィールド部を改築工事にて
整備しました。管理棟・野外研修棟2棟・コ
テージ棟・トイレ棟2棟の計6棟からなり，
自然にふれあう野外活動の学習の場を提
供します。

1.25
設備講座（再生可能及び省エネル
ギー設備）
非常時に備えたエネルギー源の多様化や
地球温暖化防止等を目的に，再生可能エ
ネルギー及び省エネルギー設備の導入を
進めてきましたが，その導入実績，運用効
果及び課題等について発表会を実施しま
した。

1.30
大和警察署受変電設備等 竣工
平成27年9月の洪水で浸水被害を受けた
受変電設備等について，復旧及びかさ上げ
を行い,災害時も稼働可能としました。

2.1
県内設備技術担当者情報交換会
東北地方整備局・宮城県・仙台市で公共施
設の建築設備を担当する職員が集い，先
進的な事業の紹介などの情報交換を通じ
て相互の業務効率の向上と適正な業務執
行に資することを目的とし，情報交換会を
実施しました。

2.17
岩沼海浜緑地公園管理棟 竣工
東日本大震災により津波被害を受けた管
理棟及びトイレ棟を新築しました。災害時
に避難できる丘には太陽光と風力発電を
併せ持ったハイブリッド型外灯を設置し，
商用電源途絶時でも使用できるようにして
います。

3.22
気仙沼高等技術専門校キュービ
クル 竣工
キュービクルの更新と溶接科実習棟照明
をLEDに更新しました。自動力率調整機能
を追加し，溶接時等急激に力率が悪化する
時でも対応できるように整備しました。

3.28
モニタリングステーション非常
用発電設備 竣工
原発から30km圏内において空間放射線
線量を監視するモニタリングステーション
が設置されており，非常電源が整備されて
いない2局について，停電時に自動起動し3
日以上の連続稼働可能な発電設備を設置
しました。

設備課 平成28年度の記録
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5.31
県民会館電気・空調設備 竣工
開館から半世紀を越えた現在でも，多くの
県民に親しまれている県民会館の空調設
備等を改修し，来館者が一層快適に過ご
せるようになりました。

鳴子警察署非常用発電設備竣工
「非常用発電設備」を整備することで，災害
発生時において，３日以上連続運転が可能
となりました。

7.14
視覚支援学校寄宿舎ほかエアコ
ン設置竣工
視覚・聴覚・船岡の各支援学校の寄宿舎に
ついて，生徒の居住空間における生活環境
を改善するために，各居室にエアコンを新
設しました。

8.31
宮城県サッカー場電光得点装置　
竣工
昭和63年に設置した宮城県サッカー場電
光得点装置について，経年劣化のため浸水
し，錆，破損等を起こしており，各部品の製
造が終了し故障対応が困難なことから，更
新を実施しました。

10.2
気仙沼合同庁舎 竣工
新庁舎への建て替えにあたり，大規模災害
時の防災拠点機能を備えるため，電源バッ
クアップのため，自家発電設備や太陽光発
電設備，地上式油タンクを整備しました。

10.5
設備部門別専門研修〈建築設備
部門〉
若手職員に対し，設備職員の主たる業務の
一つである「積算業務」についてて演習を
実施したほか，土木部職場研修人財バンク
講師による「工事請負契約書」の記載内容
の解説や裁判事例等の紹介の研修を実施
しました。

12.5
図書館空調設備 竣工
平成10年に開館した，図書館の空調設備
のうち，メインとなる冷温水発生器と冷却
塔の分解整備と，サーバー室に設置されて
いるパッケージ型空調機を更新し，来館者
の方が今後も継続して快適に利用できる
ようになりました。

H30.1.12
設備部門別専門研修（現場研修　
設備一般）
震災により立替中の「石巻合同庁舎」と災
害対策本部地方支部活動を行う上で主要
な「防災システム」について，計画時の配慮
事項や施工上の工夫等を学ぶことを目的
に研修を実施しました。

1.15
石巻合同庁舎 竣工
東日本大震災における大きな経験をもと
に，災害時でも業務継続できること，また
バリアフリーにも配慮したトイレの設置な
ど，災害には強く，利用者には優しい施設
整備を行いました。

1.19
総合運動公園空調中央監視設置　
竣工
平成７年に設置した総合運動公園内全て
の施設の空調設備・衛生設備の運転状況
の監視，発停及
び各種制御を行
う中央監視装置
が老朽化したた
め更新しました。

1.24
設備講座（設備工事における失敗
事例と配慮事項）
災害公営住宅の施工事例や過年度の失敗
事例を紹介するとともに，現在各所属で実
施している設備工事等で配慮した事項や
改善事項等を具体に学ぶことを目的として
研修を実施しました。

1.28
防災ヘリコプター管理事務所　
竣工
東日本大震災により津波の被害を受けた
旧ヘリポート施設を，仙台空港隣接地へ移
転復旧しました。ヘリコプター用の給油設
備や粉末消火銃を採用しています。

1.31
県内設備技術担当者情報交換会
東北地方整備局・宮城県・仙台市で公共施
設の建築設備を担当する職員が集い，先
進的な事業の紹介などの情報交換を通じ
て相互の業務効率の向上と適正な業務執
行に資することを目的とし，情報交換会を
実施しました。

設備課 平成29年度の記録
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4.24
松島海岸レストハウス改修 竣工
松島公園津波防災緑地整備事業により、
公園工事（県松島公園管理事務所発注）及
び関連工事（松島町下水道工事、県港湾防
潮堤工事）との調整を図りながら、松島レ
ストハウス嵩上げ及び公園トイレの改築
を行いました。

6.22
慶長使節船ミュージアム中央監
視装置 竣工
開館時（平成8年度）から館内の空調機器
類に対し，一元的な運転・制御等を行う「中
央監視装置」を，老朽化に伴い更新しまし
た。更新により，空調機器類への運転指令
等の信頼性を確保しました。

7.20
石巻北高校舎 竣工
校舎（普通教室棟）の老朽化に伴い建て替
えを行いました。災害に強く，安全性を確
保するため，浸水対策として高圧キュービ
クルを2階に設置しています。

9.28
蔵王レストハウス１号発電装置　
竣工
累積運転時間による整備計画に基づき，1
号発電装置のオーバーホールを行いまし
た。レストハウスは商用電源が無いため，
電力は発電装置からの電源供給となりま
す。発電装置は，噴火等の災害時避難先と
なるレストハウスにとって重要な設備です。

10.5
設備部門別専門研修〈下水道設
備・営繕部門〉
若手設備職員の技術力向上のため，「積算
業務（下水道）」について演習を実施したほ
か，大規模な空調改修工事における施工
管理について，現場見学を実施しました。

11.5
栗駒レストハウス給水設備 竣工
今まで使用していた沢水が枯渇したので，
井戸水を飲料水にするためのろ過設備RO
膜処理装置と受水槽を設置しました。利用
者は，安心・安全
な飲用水を利用
できるようにな
りました。

12.5
設備部門別専門研修〈現場研修〉
上下水道事業における発電事業のスキー
ム等について理解を深めることや，若林警
察署新築工事について，建築設備の設計
及び施工管理に
ついて学ぶこと
を目的とした現
場研修を実施し
ました。

R1.1.18
女川原子力モニタリングステー
ション 竣工
震災で被災を受けた，原発に近い放射線
量測定局4局を再建しました。停電時でも
72時間測定を継続できるよう発電設備を
備えています。

2.27
結核医療提供施設 竣工
県北地域の医療体制を維持・充実していく
ため，循環器・呼吸器病センターの医療機
能について，栗原中央病院に移管・統合し，
敷地内に結核医療を提供する施設を整備
しました。

2.28
矢本海浜緑地管理棟 竣工 
東日本大震災により被災した管理棟及び
トイレ棟，炊事場等を新たに復旧（建て替
え）しました。

総合運動公園エアコン 竣工
総合運動公園の老朽化したエアコン更新
を行いました。機器は省エネルギーと環境
に配慮した高効率型新冷媒機種となりま
した。

高砂コンテナターミナル管理棟　
竣工
仙台塩釜港の港湾機能拡張に伴い，管理
棟を新築しました。屋外に設置する空調
機，照明設備等は塩害対策に配慮した機
器を選定しています。

設備課 平成30年度の記録

設備課の記録



224 東日本大震災10年間の復旧・復興の記録

5.31
古川農業試験場温室温度制御設
備ほか改修 竣工
農業試験場の温室温度制御設備，世代促
進温室ボイラー設備，耐冷性検定圃場圧
力タンク，研究実験棟ドラフトチャンバー
について改修を行いました。

7.31
加美農業高寄宿舎エアコン設置　
竣工
加美農高寄宿舎の環境の向上を目的とし
各居室にエアコンを設置する改修を行い
ました。

8.22
農業高寄宿舎エアコン設置竣工
農業高寄宿舎の環境の向上を目的とし各
居室にエアコンを設置する改修を行いま
した。

9.26
設備部門別専門研修〈ダム・河川
設備等部門〉
若手設備職員の技術力向上のため，「積算
業務（ダム・河川施設）」について演習を実
施しました。

10.31
（仮称）女川オフサイトセンター　
竣工
東日本大震災で発生した津波により全壊
したため高台へ新築しました。
原子力災害発生時に的確な応急対応を行
うために必要な設備として，2基の非常用
発電設備，飲料と雑用水の2系統の受水
槽・汚水槽・給水ポンプを設置しました。

11.11
志賀姥ヶ懐トンネル非常用設備
等　竣工

「 岩 沼 蔵 王 線 」の狭あい区 間 1 , 9 0 9 m
の 改 良 のうち ，『 志 賀 姥 ケ 懐トンネル
(L=1,285m)』を建設（H30.1.24貫通）。
同改良に合わせトンネルの安全かつ円滑
な交通を確保するため，トンネル非常用設
備及び照明設備の整備を行いました。

11.15
栗駒レストハウス発電設備竣工
栗駒レストハウス常用発電機2台（昼間用，
夜間用）のうち昼間用常用発電機は設置か
ら24年が経過し，経年劣化が進行してい
た状況であるとともに，仮設用であったこ
とから，電源の安定供給，信頼性の向上の
観点から改修を実施しました。

R2.1.7
総合運動公園衛生設備等改修　
竣工
宮城スタジアムのトイレは，和式大便器の
設置割合が約40％と利用者からは洋式化
の要望が多く寄せられていました。東京オ
リンピックのサッカー競技会場に選定され
たことから，利用者の利便性の向上のため
改修を実施しました。

2.7
東北歴史博物館館内照明改修　
竣工
東北歴史博物館の館内照明器具は，平成
11年度の開館から使用されており，耐用年
数（15年）を超え経年劣化が進んでいるこ
とから，省エネのためにLED照明器具へ改
修を行いました。

2.26
警察本部庁舎空調設備改修（その
１）竣工
平成2年庁舎竣工以来使用している水冷
式空調設備の一部を空冷式パッケージエ
アコンに改修しました。
総合運動公園大型映像装置竣工
供用から20年が経過し，⼤型映像装置の
機能低下が顕著な状況だったことから，平
成30年から2カ年計画でリニューアル工事
を実施しました。本工事で更新される⼤型
映像装置は，既設同様にフルカラーＬＥＤ
方式ですが，性能が飛躍的に向上していま
す。

3.13
設備講座〈設備に関する建設と
管理の計画及び台風19号対応
等〉
再生可能エネルギー導入検討，議会関連
予算，建築保全ストックマネジメント等業
務遂行に必要な知識を習得し設備職員の
技術力向上を目的とし，企画しました。新
型コロナウイルス感染拡大防止の観点か
ら集合研修は中止し，資料配付による研修
としました。
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